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はじめに        
 

近年、児童生徒を取り巻く生活環境の変化や疾病構造の変化に伴い、児童生徒のアレ

ルギー疾患の増加が指摘されています。中でも食物アレルギーのある児童生徒は全国的

にも増加傾向にあり、本市においても同様の傾向を示しております。 

 学校給食は、教育の一環として実施しており、食物アレルギーのある児童生徒には可

能な限り対応していく必要があります。しかしながら、食物アレルギーの原因となる食

品や症状は個々に異なり、誤った判断や対応は児童生徒の成長に影響を与えるだけでな

く、呼吸困難など重篤な症状となり命にかかわる場合もあります。学校給食を実施して

いく上で最優先されるべきは、児童生徒の安全を確保することであり、そのためには全

職員が食物アレルギーについて正しい知識を持ち、適切に管理・指導を行うことが不可

欠です。 

学校現場では、児童生徒が安心して学校生活を送れるようにするために、学校と保護

者が円滑な意思疎通を図ることが大前提です。 

 こうした現状を踏まえ、松戸市教育委員会では、松戸市医師会監修のもと「松戸市食

物アレルギー対応マニュアル」を作成し、平成３１年１月より対応しております。 

 また、令和２年３月に改訂された「学校のアレルギー疾患に関する取り組みガイドラ

イン（公益財団法人日本学校保健会）」に基づき、学校における取り組みのより一層の充

実を図っているところです。 

 この度、初発の食物アレルギー発症や落花生・くるみを原因とする食物アレルギーの

児童、生徒の増加への対応及び中学校給食の予約不要の運用の変更に伴い改訂いたしま

した。 

各学校におかれましては、安全・安心かつ確実な食物アレルギーの対応を実施するた

めに、「松戸市食物アレルギー対応マニュアル」を活用していただきたいと思います。 
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１．アレルギー疾患とは 
アレルギーとは、本来人間の体にとって有益な反応である免疫反応が、逆

に体にとって好ましくない反応を引き起こす時に用いられる言葉です。 
 アレルギーによる子どもの代表的な疾患としてはアレルギー性鼻炎のほ

かに、アレルギー性結膜炎、気管支喘息、アトピー性皮膚炎などがあります。

これらの疾患には共通して免疫反応が関与しており、反応の起きている場所

の違いが疾患の違いになっていると考えることができます。 
 

２．食物アレルギーとは 

 （１）食物アレルギーの定義 
 特定の食物を摂取することによって、体(皮膚・粘膜・消化器・呼吸器・全身性など)にとって不利益

な症状が生じるアレルギー反応のことをいいます。 

（２）臨床型分類 

臨床型 発症年齢 頻度の高い食物 アナフィラキシー

ショックの可能性 

即時型症状 
じんましん 
アナフィラキシーなど 

乳幼児～成人期 乳児～幼児 
鶏卵・牛乳・小麦・ピーナッツ 
木の実類・魚卵など 

学童～成人 
甲殻類・魚類・小麦・果物類 
木の実類など 

 
 

（＋＋） 

食物依存性運動誘発 
アナフィラキシー 

学童期～成人期 小麦・エビ・果物など （＋＋＋） 

口腔アレルギー症候群 幼児期～成人期 果物・野菜・大豆など （±） 
消化管アレルギー 乳児期～成人期 鶏卵（卵黄）・大豆・小麦など （±） 

ＡＭＥＤ研究班による「食物アレルギーの診療の手引き２０２３」より引用・改変 

  ① 即時型食物アレルギー 
  食物アレルギーの児童生徒のほとんどはこの病型に分類されます。原因食物を食べて２時間以内

に症状が出現し、その症状はじんましんのような軽い症状から生命の危険も伴うアナフィラキシ

ーショックに進行するものまでさまざまです。 

② 食物依存性運動誘発アナフィラキシー 

  多くの場合、原因食物を食べて２時間以内に一定量の運動（昼休みの遊び・体

育や部活動など）をすることによりアナフィラキシー症状を起こします。発症し

た場合には、じんましんから始まり、高頻度で呼吸困難やショック症状のような

重篤な症状に至るので注意が必要です。 
原因食物の摂取と運動の組み合わせで発症するため、食べただけ、運動しただ

けでは症状は出ません。 
 

Ⅰ 食物アレルギーの基礎知識 
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③ 口腔アレルギー症候群 
果物や野菜、木の実類に対するアレルギーに多い病型で、食後５分以内に口腔内（口の中）の 症

状（のどのかゆみ・ヒリヒリする・イガイガする・腫れぼったいなど）が出現します。多くは局所の

症状だけで回復に向かいますが、５％程度で全身的な症状に進むことがあるため注意が必要です。 
 
 

３．アナフィラキシー症状 
 アレルギー反応により、じんましんなどの皮膚症状、腹痛や嘔吐など 
の消化器症状、ゼーゼー、呼吸困難などの呼吸器症状が、複数同時かつ 
急激に出現した状態をアナフィラキシーといいます。 

その中でも、血圧が低下して意識の低下や脱力を起こすような場合をアナフィラキシーショックと呼

び、直ちに対応しないと生命にかかわる重篤な状態であることを意味します。 
 

４．加工食品等のアレルギー表示について 
     症例数が多い食品、重篤な症状を引き起こす食品８品目については、表示が義務付けられてい 

ます。また、表示を推奨している食品は２０品目あります。 
 

２０２３年３月 くるみが推奨から義務に変更されました。 
２０２４年３月 まつたけが削除されマカダミアナッツが追加されました。 

        

学校給食における食物アレルギー対応の考え方 
 

【目標】 
アレルギーを有する児童生徒においても、給食時間を安全に、かつ楽しんで過ごすことができる。 
 

【原則】 
◎食物アレルギーを有する児童生徒にも、給食を提供する。そのためにも、安全性を最優先とする。 
◎食物アレルギー対応委員会等により組織的に行う。 
◎「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」に基づき、医師の診断による「学校生活管

理指導表（アレルギー疾患用）（以下、「学校生活管理指導表という。」）の提出を必須とする。 
◎安全性確保のため、原因食物の完全除去対応（提供するかしないか）を原則とする。 
◎学校及び調理場の施設設備、人員等を鑑み無理な（過度に複雑な）対応は行わない。 
◎教育委員会等は食物アレルギー対応について一定の方針を示すとともに、各学校の取組を支援する。 

 
平成２７年 ３月 文部科学省 学校給食における食物アレルギー対応指針より抜粋 

 

 

 
特定原材料など 

義務（８品目） 推奨（２０品目） 
エビ・カニ・くるみ

小麦・そば・卵・乳 
落花生（ピーナッ

ツ） 

アーモンド・あわび・いか・いくら・オレンジ 
カシューナッツ・キウイフルーツ・牛肉・ごま・さけ 
さば・大豆・鶏肉・バナナ・豚肉・マカダミアナッツ・

もも・やまいも・りんご・ゼラチン 
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 食物アレルギーで通常の給食を食べることのできない児童生徒がいる場合は、原因食物お

よび種類・症状などについて「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）」を基に保護者と個

別面談（管理職、学級担任、養護教諭、栄養教諭、学校栄養職員）を行い、個々にその児童生

徒の状況に応じて、最良の対応を講ずる。 

 

 

 

 

～対応の基本～ 
 
 
 
 
 
 
 

１．児童生徒についての正確な情報の把握 
（１）食物アレルギーが一品目でもある場合、年度毎に「学校生活管理指導表」を提出する。 
 
（２）学校は「学校生活管理指導表」に基づき、保護者と面談を実施する。 

※学校給食に提供されない食材（生卵・いくら・そば・落花生・くるみ）が原因食物の児童・生

徒で、学校と保護者で一度面談を実施している場合、翌年から「食物アレルギー面談辞退届」

の提出によって面談を免除できる。 
    

２．正確な情報提供に基づいた対応 

（１）「学校生活管理指導表」に基づき、食物アレルギーがある児童生徒を把握する。対応については、

児童生徒の症状の変化や学校の対応可能範囲が変更となる場合もあるため、年度ごとに見直し決

定する。 
 

（２）学校給食は集団給食の限られた設備・人員で実施しているため、対応範囲については保護者の希

望に沿えない場合がある。 
 

（３）学校給食は大量調理施設で作られ、食器の洗浄及び保管等を一括に行う。そのため、コンタミネ

ーション（微量混入）が避けられないので、微量で発症する「アナフィラキシー症状」がある児

童生徒は、弁当の持参をお願いする。 
 
 

 
 
 
 
 
 

＊ 食物アレルギーの対応については「学校給食における食物アレルギー対応のフロー」を参照 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 松戸市学校給食におけるアレルギー対応の基本 

年々食物アレルギーの児童生徒の増加傾向が見受けられる中、学校における対応総人数が増加し

ている。重篤なアナフィラキシーの症状を示すケース、コンタミネーションによる症状を示すケー

スなどにおいては、児童生徒への安全安心な給食提供が困難と判断する場合もある。 
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月

～
３
月

・
４
月

・
随
時

校
長
・

教
頭
・
学
級
担
任
・
養
護
教
諭
・
保
健
主
事
・

給
食
主

任
・
栄
養
士
・
学
校
医

等

５
職

員
の

共
通
理
解

○
職

員
会

議
等
を

通
し
て

、
学

校
に

お
け
る

食
物
ア

レ
ル
ギ

ー
の
対
応

に
つ

い
て

全
職
員

で
共
通

理
解
を

図
る
。

・
食

物
ア
レ

ル
ギ
ー
等

を
持

つ
児

童
生
徒

の
確

認

・
「

個
別
支

援
カ
ー
ド

」
の

内
容

の
理
解

・
授

業
、
行

事
等
で
の

対
応

の
確

認

・
緊

急
時
の

対
応
体
制

・
調

理
場
と

の
連
携

等

４
月

・
随
時

全
職
員

６
該

当
児

童
生
徒
以

外
の

児
童

生
徒

へ
の

指
導

・
対
応

○
人
権

に
配
慮

し
た
指
導

を
す

る
。

○
個
人

情
報
の

取
扱
い
に

配
慮

す
る

。

７
該

当
児

童
生
徒
へ

の
給

食
対

応
の

実
施

○
「
給

食
予
定

料
理
別
献

立
表

」
を

事
前
に

配
付

し
、
保

護
者
と

と
も
に
対

応
の

確
認

を
行
う

。

○
児
童

生
徒
へ

の
対
応
に

お
い

て
は

複
数
の

目
で

確
認
（

ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク

体
制

）
で

き
る
体

制
を

構
築
す

る
。

・
「

給
食
用

ア
レ
ル
ギ

ー
表

示
カ

ー
ド
」

等

の
活

用

・
配

缶
・
運

搬
時
、
給

食
の

配
膳

時
の
確

認
等

※
該
当

児
童
生

徒
の
給
食

終
了

後
の

体
調
に

も

最
善

の
注
意

を
払
う
。

４
月

・
随
時

随
時

全
職
員

８
定

期
的

な
評
価
・

見
直

し
、

ま
と
め

次
年

度
へ

向
け
て
の

準
備

○
対
応

に
つ
い

て
の
定
期

的
な

評
価

、
見
直

し
。

○
次
年

度
に
向

け
て
の
準

備
を

す
る

。

校
長
・
教
頭
・
学
級
担
任
・
養
護
教
諭
・
保
健
主
事
・

給
食
主
任
・
栄
養
士
・
学
校
医

等

随
時

・
年
度

末

松
戸

市
学

校
給

食
に

お
け

る
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

の
フ

ロ
ー

研
修

９
緊

急
時

を
見
据
え

た
対

応
の

準
備

年
度

当
初
・

随
時

全
職
員

○
最

新
の

ア
レ
ル

ギ
ー
に
関

す
る

研
修

を

年
度

毎
に

実
施
す

る
。
(配

付
し

た
D
V
D
や

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
に
よ
る

研
修

等
）

○
エ

ピ
ペ

ン
を

処
方
さ
れ

て
い

る
児

童
生

徒
の

有
無

に
か
か

わ
ら
ず
、

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

症
状

や
エ
ピ

ペ
ン

使
用

に
関
す

る

研
修

を
行

う
。

校
長
・

教
頭
・
学
級
担
任
・
養
護
教
諭
・
保
健
主
事
・

給
食
主

任
・
栄
養
士
・
学
校
医

等

全
職
員

１
０

事
故

発
生
状
況

等
の

報
告

報
告

○
ア

レ
ル

ギ
ー
症

状
に
よ
り

、
緊

急
搬

送
を

し
た

場
合

は
、
学

務
課
に
連

絡
し

、
報

告
書

を
提

出
す

る
。

「
ア
レ
ル

ギ
ー
事

故
発

生
報
告

書
」

校
長
・
教
頭
・
養
護
教
諭

等

随
時

⇒
様

式
１

⇒
様

式
２

、
３

⇒
様

式
４

、
５

⇒
  
対

応
で

活
用

で
き

る
様

式
及

び
資

料

⇒
様

式
９

⇒
資

料
１

～
４

⇒
様

式
１

０
～

１
３

⇒
資

料
５

⇒
様

式
６

～
８

Ｒ

Ｒ
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１．対応における留意点 

  食物アレルギーの対応は、学校生活全般について児童生徒の健康と安全性を最優先とし、事故を未然

に防止することが前提である。そのため食物アレルギーのある児童生徒については、「学校生活管理指導

表」の提出は必須とし、学校は「学校生活管理指導表」の内容に基づき対応に当たる。また、原因食物が

学校給食に出ない場合でも、食材を扱う授業、運動、宿泊を伴う校外活動等の学校行事など、学校生活

全般で配慮が必要となるため、提出を求める。 

具体的な対応方法等については、毎年、保護者との面談を実施して決定することを原則とする。 

なお、学校給食に提供されない食材（生卵・いくら・そば・落花生・くるみ）が原因食物の児童・生

徒で、学校と保護者で一度面談を実施している場合、翌年から「食物アレルギー面談辞退届」の提出 
によって面談を免除できる。（様式１4） 

※また、食物アレルギー対応を終了するには、「学校生活管理指導表」の提出を原則とし、医師の判断

に基づいた「除去解除申請書」の提出でも食物アレルギー対応を終了することがある。（様式１５） 

 

2．食物アレルギー対応委員会の設置 

  校長を責任者とし、関係者で組織する食物アレルギー対応委員会を校内に設置する。委員会では、校 

内の児童生徒の食物アレルギーに関する情報を集約しさまざまな対応を協議、決定する。また、校内危

機管理体制を構築し、各関係機関との連携や具体的な対応訓練、および校内外の研修について、企画、

実施、参加を促す。 

【委員構成と主たる役割】 

＊ 委員は相互に緊密な情報交換並びに連携を図る。 

＊ 緊急時における役割分担については、資料２を参考に臨機応変に対応する。 

 委員長 校長（対応の総括責任者） 

 委員  副校長・教頭・・・・・・・・校長補佐・指示伝達・外部対応（校長不在時には代行） 

     教務主任・主幹教諭・・・・・教頭補佐・校内連絡・指示伝達・外部対応 

     養護教諭・・・・・・・・・・実態把握・主治医や学校医と連携・事故防止・応急処置 

     栄養士・・・・・・・・・・・給食管理・運営の安全管理・事故防止 

     保健主事・・・・・・・・・・教務主任・主幹教諭・養護教諭・栄養士の補佐 

     給食主任・・・・・・・・・・栄養士の補佐・各学級における給食時間の共通指導徹底 

     関係学級担任・学年主任・・・安全な給食運営・保護者連携・事故防止 

【支援体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携 

連携 

連携 

指導 

助言 

相談 

報告 

指導 

助言 

相談 

報告 

児童生徒 保護者 

  

教
育
委
員
会 

  

養護教諭 

給食室 栄養士 

学級担任 管理職 

（ ） 

医療機関 学校医 

保健主事 

給食主任 

教務主任 他 

Ⅲ 学校における対応 
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３．情報共有と情報管理  

（１）保護者との情報共有・・・面談の実施 

 「食物アレルギーに関する調査」（様式１）の実施により、食物アレルギーのある児童生徒については、 

「学校生活管理指導表」（様式２）を提出の上、保護者との面談を実施し、児童生徒のアレルギーに関す

る詳細情報や学校の実情に応じた具体的な対応等を確認する。 

（２）情報の管理・・・個別支援カード（様式５） 

  保護者との面談で確認した詳細な情報や対応方法等は、「個別支援カード」に記載し、原本を学校で厳

重に保管する。 

（３）職員の共通理解 

食物アレルギー対応の確認や事故防止には、職員会議等を通じて食物アレルギーのある児童生徒の確 

認や対応の仕方等について確認し、全職員で共通理解を図る。 

（４）児童生徒・保護者との共通理解 

食物アレルギーの対応については、学級の児童生徒とも共通理解が必須なため、該当児童生徒の保護 

者に了解を得た上で必要な範囲での情報の共有及び周知をする。その際は、個人情報の取り扱いに十分 

注意するとともに、該当児童生徒以外の児童生徒には、プライバシーの保護や人権に配慮した指導等を 

する必要がある。 

 

４．食物アレルギー校内研修の実施・・・○！  毎年必ず実施する 

  年度当初に全職員を対象とし、配布されているＤＶＤ「学校の管理下における食物アレルギーへ 

 の対応」等を活用し研修を実施する。 

 

研修内容 

（１）基本的な知識・理解（ P1～P2 参照 ） 

  ① 食物アレルギーとは・・・・定義・頻度・原因・症状・治療 

  ② アナフィラキシーとは・・・定義・頻度・原因・症状・治療 

（２）日常の対応（自校のマニュアルの確認） 

  ① 自校でのアレルギー児童生徒の実態 

  ② 給食での配慮事項（ P6～P１２参照 ） 

  ③ 給食以外での配慮事項（ P１3～P1４参照 ） 

  ④ 児童生徒への指導（ P１４ 参照 ） 

（３）緊急時の対応 

  ① 発症時の症状と対応の仕方（ P２１～ 資料参照 ） 

  ② 緊急対応訓練 

  ③ エピペン®の保持者と保管場所の確認 

  ④ エピペン®の使い方（エピペン®トレーナーを使用した実技研修）学務課 学校保健安全担当室で貸出し 

  ⑤ 発症後の児童生徒の心のケア 
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１．松戸市における給食対応の用語の定義 

【献立表】 

○ 詳細な献立表 

給食管理システムから出力された、料理別の使用食材料が記載されている給食予定料理別献立表（様

式1０、様式11）。児童生徒個人の原因食物を登録すると、その食品と使用した料理に★マークが表

示される。 

【弁当対応】 

○ 一部弁当 

  原因食物が含まれる日は、原因食物が含まれる料理のみ、家庭から一部弁当を持参してもらう対応。 

   （果物も含む） 

○ 一食分弁当 

   原因食物が含まれる日は、家庭から一食分の弁当を持参してもらう対応。 

○ 通年弁当 

   年間を通して、家庭から毎日弁当を持参してもらう対応。 

【給食対応】 

○ 除去食対応 

原因食物を除いて給食を提供する対応。（調理の有無は問わない） 

 

○ 自己除去対応 

給食や料理等から、児童生徒自身が原因食物を除去する対応。 

○ 代替食対応 

原因食物を除くことにより、失われる栄養価を、別の食品を用いて補い給食を提供する対応。 

 

   

【その他】 

＊コンタミネーション 

食品を生産・製造する工程で、原材料として使用していないアレルギー物質が微量に混入してしま

うこと。 

 

 

 

 

Ⅳ 学校給食における具体的対応 
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２．小学校における具体的対応 

  小学校の食物アレルギー対応は、児童の安全を最優先とし、各学校の施設環境や、時間的な制約、また  

その年度の原因食物の多様さなどから十分な対応がとれないこともある。その対応内容は、このマニュ

アルに示すものとするが、各学校において対応を決定し実施するものとする。 

 

安全性確保のために、多段階の対応（①完全除去 ②少量可 ③加工食品可 等）は行わず、原因

食物を「提供するか、しないかの二者択一」の対応とする。 

 

 

給食の提供におけるアレルギー対応は、レベル1からレベル4の４段階の分類になる。 

（１）対応レベル 

 

   

 

① 給食で使用する食材を詳細に示した献立表を家庭へ事前に配付する。 

給食管理システムから出力した給食予定料理別献立表（様式10）を使用する。 

全ての対応の基本であり、どの対応でも実施する。 

※児童個人の原因食物を登録すると、献立表にその食品と使用した料理に★マークが表示される。 

 

② 学校と保護者で同じ給食予定料理別献立表を持ち、相互に確認できるようにする。 

加工食品を使用する場合には、原材料が明記されている資料を保護者へ配付する。 

 

③ 保護者が確認した給食予定料理別献立表を基に、アレルギー献立一覧表（様式 13）を作成し学校内

で共有する。 

 

 

 

 

  【一部弁当】 

原因食物が含まれる料理のみ、家庭から一部弁当を持参してもらう。（果物も含む） 

○！E A 誤食事故がおきやすい対応なので、特に担任等は除去食品と給食内容を日々確認する。 

A○！E A 食中毒等の事故が発生した場合、原因食物の特定が困難になるリスクがあるので注意が 

必要になる。 

 

※一部弁当に関しては、飲用牛乳以外はすべて返金の対象とはしない。 

 【一食分弁当】 

原因食物が含まれる日は、家庭から一食分弁当を持参してもらう。 

（原因食物が含まれる日は弁当を持参し、原因食物が含まれない日は給食を提供する） 

【通年弁当】 

コンタミネーションによるアナフィラキシー症状がある場合や原因食物が多種にわたり給食の提供

が困難な場合等は、年間を通して、家庭から毎日弁当を持参してもらう。（給食を提供しない） 

 

レベル1 詳細な献立表対応 

レベル2 弁当対応 
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学校給食は大量調理での作業となり、除去食の提供には極めて慎重に対応することが求められること

から、各校の施設・設備・人員、食物アレルギー状況、さらに下記の①～⑤を十分に考慮した上で、実

施の可否を判断する。 

 

安全性が確保できない場合は、除去食対応を行わない。 

「除去食対応」とは、原因食物を給食室で除いて提供する給食を指し、調理の有無は問わない。例え

ば、飲用牛乳や単品の果物・小袋等を提供しない等も「除去食」である。 

 

〈 調理上の注意事項 〉  

 

① 原因食物を揚げた油には、食品のたんぱく質が流出するため、再利用に注意する。 

② 原因食物で取っただし汁を除去食の調理には使用しない。 

③ 原因食物（特に粉状のもの）の飛散に注意する。除去食の保管にも配慮する。 

④ 除去食の調理に使用する器具は専用の物とし、通常の器具と形状を変えるなど配慮をする。 

⑤ 誤食を避けるために、個別の表示にする。 

 

 

※除去食に関しては、飲用牛乳以外はすべて返金の対象とはしない。 

 

 ○！除去食対応を行う場合には、学年・クラス・氏名、献立名、原因食物、対応方法等を明確にし、     

ダブルチェック体制にて確実に除去を行うこと。 

  

【自己除去対応】 

※安全の確保が困難なため、自己除去対応は行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校体制、人員、給食室の作業環境上、安全の確保が困難なため、代替食対応は実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

× 中華丼から、うずら卵やエビを自分で取り除く。 

× アーモンド和えのアーモンドを別配缶にして、混ぜる前に配膳する。 

誤食事故につながる自己除去対応の例 

 

レベル3 除去食対応 

 

レベル4 代替食対応 
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（２）対応における注意点 

 

① どのような対応においても、複数の目で確認する。（ダブルチェック体制） 

【例】チェック１：給食予定料理別献立表（様式10）配付、アレルギー献立一覧表作成（様式13） 

        栄養士・担任等は、給食予定料理別献立表の配付内容と家庭からの提出内容を確

認し、チェック漏れがないか注意する。またアレルギー献立一覧表作成時に転記

漏れがないか注意する。 

チェック2 : 配缶・運搬時 

              栄養士等は、学年・クラス・氏名、献立名、原因食物、対応方法等を明記した表 

示カード（様式12）を作成し、食器かご等に添付する。 

    → 担任等は給食予定料理別献立表（様式10）も必ず確認する！ 

チェック3：教室等での対応                

       担任等は、食物アレルギーのある児童の対応について日々確認し、原因食物を含 

む給食を誤食しないように注意する。 
  

 

② 弁当持参でも乳アレルギー等身体的理由がなければ、牛乳のみ飲用する。 
 
 

③ 配膳及び後片付け 

Ａ 盛り付け （自己除去対応は行わない） 

担任等は、教室では食物アレルギーの給食内容を確認後、原因食物の接触や混入がないように、食物

アレルギーのある児童の給食の盛り付けを最初に行う。  

後片付けも同様に十分注意し、食物アレルギーのある児童が原因食物に触れないように、ルール作り

などの配慮をする。 

Ｂ おかわり  

食器具等による原因食物の接触や混入の恐れがあるため、原因食物のある給食の日はおかわりを禁止

とする。 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 給食当番  

食物アレルギーがある児童には、原因食物が含まれる給食の日は給食当番を割り当てないなどの配慮

をする。 

Ｄ 給食終了後  

担任等は、食物アレルギーのある児童の体調などに変化がないか、注意を払う。 

Ｅ 弁当（一食分弁当・一部弁当）の保管場所と管理  

保護者、担任等、栄養士等で十分に確認を行い、弁当忘れや誤配食がないように注意する。 

弁当の保管は保護者が保冷剤を入れるなどし、学校が保管場所を配慮して安全に管理する。 

 

 

× 鯖を盛り付けたトングで、おひたしをよそいおかわりをする。 

× 献立表の確認不足により、原因食物が含まれるメニューのおかわりをする。 

   

 

誤食事故につながるおかわりの例 
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３．中学校における具体的対応 

  中学校の食物アレルギー対応は、生徒の安全を最優先とし、各学校の施設環境や、時間的な制約、   

またその年度の原因食物の多様さなどから十分な対応がとれないこともある。その対応内容は、このマ

ニュアルに示すものとするが、各学校において対応を決定し実施するものとする。 

 

 

安全性確保のために、多段階の対応（①完全除去 ②少量可 ③加工食品可 等）は行わず、原因

食物を「提供するか、しないかの二者択一」の対応とする。 

 

 

給食の提供におけるアレルギー対応は、レベル1からレベル4の４段階の分類になる。 

（１）対応レベル 

 

 

 

① 給食で使用する食材を詳細に示した献立表を家庭へ事前に配付する。 

給食管理システムから出力した給食予定料理別献立表（様式11）を使用する。 

全ての対応の基本であり、どの対応でも実施する。 

※生徒個人の原因食物を登録すると、献立表にその食品と使用した料理に★マークが表示される。 

 

② 学校と保護者で同じ給食予定料理別献立表を持ち、相互に確認できるようにする。 

加工食品を使用する場合には、原材料が明記されている資料を保護者へ配付する。 

 

③ 保護者が確認した給食予定料理別献立表を基に、アレルギー献立一覧表（様式 13）を作成し学

校内で共有する。 

 

 

 

【一食分弁当】 

原因食物が含まれる日は、家庭から一食分弁当を持参してもらう。 
（原因食物が含まれる日は弁当を持参し、原因食物が含まれない日は給食を提供する） 

 

【通年弁当】 

コンタミネーションによるアナフィラキシー症状がある場合や原因食物が多種にわたり給食の提供が 

困難な場合等は、年間を通して、家庭から毎日弁当を持参してもらう。（給食を提供しない） 

 

 

 

 

飲用牛乳や単品の果物・小袋等を提供しない対応。 

 

【例】 

原因食物が含まれる単品の飲用牛乳や果物・小袋等のものがある場合は、トレイにのせない。 

除去食対応時には給食用アレルギー表示カード（様式12）を作成し、誤配膳に注意する。 

レベル1 詳細な献立表対応 

レベル2 弁当対応 
 

レベル3 除去食対応 
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〈 調理上の注意事項 〉  

 

① 原因食物を揚げた油には、食品のたんぱく質が流出するため、再利用に注意する。 

② 原因食物（特に粉状のものなど）の飛散に注意する。除去食の保管にも配慮する。 

③ 除去食の調理に使用する器具は専用の物とし、通常の器具と形状を変えるなど配慮をする。 

④ 誤食を避けるために、個別の表示にする。 

 

※除去食に関しては、飲用牛乳以外はすべて返金の対象とはしない。 

 ○！  除去食対応を行う場合には、学年・クラス・氏名、献立名、原因食物、対応方法等を明確にし、

ダブルチェック体制にて確実に除去を行うこと。 

 

【自己除去対応】 

※安全の確保が困難なため、自己除去対応は行わない。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の体制、人員、給食室の作業環境上、安全の確保が困難なため、代替食対応は実施しない。 

 

（２）対応における注意点 

① どのような対応においても、複数の目で確認すること。（ダブルチェック体制） 

【例】チェック１：給食予定料理別献立表（様式 11）配付、アレルギー献立一覧表作成（様式 13） 

        栄養士・担任等は、給食予定料理別献立表の配付内容と家庭からの提出内容を確

認し、チェック漏れがないか注意する。またアレルギー献立一覧表作成時に転記

漏れがないか注意する。 

      チェック２：朝の会・帰りの会・給食時間 

        担任等は、給食予定料理別献立表やアレルギー献立一覧表にて原因食物の有無を

確認し、弁当又は給食か再度確認する。原因食物を含む給食を誤食しないように

注意する。 

 

② 弁当持参でも乳アレルギー等身体的理由がなければ、牛乳のみ飲用する。 

 

  ③ 配膳及び後片付け 

   Ａ 配膳  

 担任等は食物アレルギーの給食内容を確認し、食物アレルギーのある生徒へ確認を行う。 

除去食対応については、原因食物の接触や配膳に間違いがないか十分注意する。 

後片付けも同様に十分注意し、食物アレルギーのある生徒が原因食物に触れないように、ルール作

りなどの配慮をする。 

 

× 中華丼から、うずら卵やエビを自分で取り除く。 

× りんごアレルギーがあるから、自分でリンゴを食べない。 

誤食事故につながる自己除去対応の例 

 

レベル4 代替食対応 
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B おかわり  

食器具等による原因食物の接触や混入の恐れがあるため、原因食物のある給食の日は、おかわりを

禁止とする。 

 

C 給食当番や残菜当番  

食物アレルギーがある生徒には、原因食物が含まれる給食の日は給食当番や残菜当番を割り当てな

いなどの配慮をする。 

 

D 給食終了時  

担任等は、食物アレルギーのある生徒の体調などに変化がないか、注意を払う。 

 

E 弁当の扱い  

   保護者、担任等は食物アレルギーのある生徒へ弁当忘れがないよう確認を行い、注意する。 

   弁当の管理は、保護者に保冷剤を利用するなど個々で対応することを面談時にお願いする。 

 



- 13 - 
 

  

 

 
 

１．日常の体制強化 

（１）栄養士が不在の場合でも、食材の確認や調理指示、対応等の確認を強化し、日々の給食の確認体 

制を明確にして確実に行う。 

（２）教室においては、給食予定料理別献立表（様式10、様式11）等を掲示するなど、学級の児童 

生徒にもわかるようにする。 

（３）学級担任が不在の場合には、他の職員が対応するよう全教職員と連携して確認体制を明確にし、 

管理職の指導のもと日々の給食対応を確実に行う。・・・「補教計画簿」（様式６） 

（４）緊急時においては、校長の指揮の下、養護教諭をはじめとした全教職員が連携して事故対応でき

るように体制を整える。養護教諭不在の場合も同様の対応ができるよう体制を整える。 
 

２．食物・食材を扱う授業や活動 

学校行事や学級活動、家庭科の調理実習、総合的な学習の時間、クラブ活動等で食物や食材を扱う 

場合は、食物アレルギーのある児童生徒に影響がないかを事前に確認する。影響があると考えられる 

場合は、面談等で学校と保護者で安全を確認し実施する。 

  また、児童生徒によっては、食べるだけでなく、吸い込む、触れるだけでも発症の原因となるので 

個々の児童生徒に応じたきめ細やかな配慮が必要である。 
【例】○調理実習・・・「食物アレルギー対応調理実習計画書」（様式７）  ○牛乳パックの洗浄  

 ○小麦粘土を使った活動  等 
 

３．運動を伴う活動 

食物依存性運動誘発アナフィラキシーは、小学校高学年から成人の男性に多く、アナフィラキシー 

症状を誘発する運動の強さは、個人により異なる。児童生徒の多くは、昼休みや午後の体育や部活動 

などに発症しやすいので、注意が必要である。  

原因食物を食べた場合、以後４時間の運動は避ける。 

※多くの場合は原因食物の摂取後、２時間以内の運動で発症するとされているが、確実に症状を 

起こさない間隔ということで、４時間とした。（「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」参照） 

 

４．宿泊を伴う活動 

宿泊を伴う活動では、それぞれの施設に事前に食物アレルギーの状況を伝え、可能な対応を相談し 

保護者に伝え、安全を十分に確保し、活動を実施する。 

 事前準備 

■ 参加する教職員全員が、児童生徒のアレルギーの情報の共有をする。 

■ 施設の食事内容、アレルギーの対応などの確認をする。 

■ エピペン®などの持参する薬の有無や管理方法の確認をする。 

■ 重篤な症状がでた場合の対応について、保護者、本人、主治医、学校医と十分に話し合う。 

■ 症状がでた場合を想定し、搬送する医療機関の確認をする。 等 
 

５．校外学習 

弁当及びおやつを持参する場合、保護者の了解を得て、弁当及びおやつの交換をしないよう児童 

生徒の理解を得る。 

Ⅴ 学校生活における配慮 
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６．薬の保管場所と管理 

児童生徒に処方されている薬（内服薬、塗り薬、エピペン®）については、保管場所と管理方法を保護

者と教職員が共通理解し、緊急時の対応に備える。 

 

７．別室又は離れて食べなければならない児童生徒への対応 

児童生徒によっては、食べるだけでなく、吸い込む、触れるだけでも発症の原因となるため、別室又は

離れて食べなければならない場合も考えられる。その際には、面談等で学校と保護者で安全を確認し、対

応を考える。 

 

８．児童生徒への指導 

  担任は、保護者及び養護教諭、栄養士と連携をとり、児童生徒の発達段階に応じて、保健指導・栄養指 

導・生活指導を行い、以下のような自己管理能力を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）対象児童生徒への個別指導  自己管理能力の育成 

最初に必要なことは、自分のアレルギーを認識することである。原因食物を食べると体に異常な反応

が出ることを知り、その食物を口にしないようにする。給食においても、絶対に興味本位で口にするこ

とのないよう指導し、友人等から勧められた時に、きちんと断り、理由も話せるように指導していく。 

 

（２）他の児童生徒への指導 

 学校はすべての児童生徒が安心できる場所でなくてはならないため、食べることを強要したり、本人

の訴えを無視して勧めたりしないよう指導する。好き嫌いとは違い、身体の病気として食物が関わるこ

ともあることを伝え、みんなが気持ちよく過ごせるように、病気と闘う友人を応援できるように指導す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 資料１～５を活用して、役割分担を明確にし、対応にあたる。 

【活用例１】「緊急時対応のフローチャート」（資料１）をB4サイズに印刷。「救急車の要請と要請後の 

動き」（資料３）と「心肺蘇生法とＡＥＤの手順」（資料４）の２枚を B4 サイズに縮小して印刷。 

「緊急時対応のフローチャート」と両面にしてラミネート加工して職員室や教室に置く。 

 

【活用例２】 必要な資料を印刷して、職員室や教室に掲示する。 

Ⅵ 緊急時の対応 

① 自分にとって安全な食品と安全でない食品の見分け方 
② 安全でない食品が出された時の回避の仕方 
③ アレルギー反応による症状出現の把握の仕方 
④ アレルギー反応による症状が出ていることの周囲の大人への伝え方 
⑤ 年齢に応じた食品ラベルの読み方 
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１．小学校                 ＊ 学校の実情に応じて柔軟に対応する 
時 期 内  容 

就学時健診 

（１０～１１月） 

新１年生 在校生 

１．食物アレルギーのある児童の把握 

【市内統一】 

・食物アレルギーに関する調査（様式１）、学校生活管

理指導表活用のしおり（保護者用）配付 

・当日、食物アレルギーに関する調査を回収。 

【例１】 

・食物アレルギーがある児童には学校生活管理指導

表（様式２）と活用のしおり（主治医用）、個別支援

カード（様式５）を配付。説明会までに受診して記入

していただき、説明会に持参してもらう。入学後

給食開始までに、面談を実施することを伝える。 

 

入学説明会 

（１～２月） 

【例２】 

・食物アレルギーがある児童には学校生活管理指導

表（様式２）と活用のしおり（主治医用）、個別支援

カード（様式５）を配付する。医療機関を受診し、記

入していただき学校へ届けてもらう。入学後給食

開始までに、面談を実施することを伝える。 

・食物アレルギーに関する調査（様式１） 

調査後 

食物アレルギーがある場合配付 

・学校生活管理指導表（様式２） 

・活用のしおり（主治医用）（保護者用） 

※個別支援カード（様式５） 

 ※新規の場合のみ配付 

～３月 ・校内での対応の方法を検討し、面談を設定する。 

入学式・始業式 

（４月） 

給食開始前までに 

２．面談の実施  

・面談・・・保護者・管理職・担任・養護教諭・栄養士等 

・学校給食で対応できる範囲を説明し、対応内容・緊急時の対応などを決定する。 

・面談内容は個別支援カードに記載し、学校と保護者双方で確認し、署名する。 

 

３．対応が必要な児童の周知  

・職員会議等において対象者をすべての職員に周知し、対応を確認する。 

・可能であれば、同時に、緊急時の対応やエピペン®に関する研修を実施する。 

（別の機会でも可）（P5参照） 

・校外学習、林間学園、修学旅行等の前には、詳細な献立表で、事前に確認する。 

４．確認した対応を実践  

・翌日の献立表の確認 ・給食予定料理別献立表（様式１０）の掲示などを実践し、

対応にあたる。 

＊ 食物アレルギーに関する調査は次年度回収まで保管する。（P.１7参照） 
＊ 転出時には、関係書類を転出先に送付、卒業時は中学校へ送付する。（P.１7参照） 
＊ 市外からの転入生は、転入時に調査から実施する。（P.１7参照） 

 

 Ⅶ 対応決定までの流れ 
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２．中学校                 ＊ 学校の実情に応じて柔軟に対応する 

時 期 内  容 

入学者数確定後

（１１～１２月） 

新１年生 在校生 

１．食物アレルギーのある児童の把握 

【市内統一】小学校で実施（小６） 

・食物アレルギーに関する調査（様式１）、学校生活管

理指導表活用のしおり（保護者用）配付 

・食物アレルギーに関する調査回収。 

・食物アレルギーがある場合には学校生活管理指導

表（様式２）と活用のしおり（主治医用）を配付する。

医療機関を受診し、記入していただき進学先の中

学校へ届けてもらう。 

 

・食物アレルギーに関する調査（様式１） 

調査後 

食物アレルギーがある場合配付 

・学校生活管理指導表（様式２） 

・活用のしおり（主治医用）（保護者用） 

※個別支援カード（様式５） 

 ※新規の場合のみ配付 

入学説明会等 

（１～２月） 

【例１】 

入学後給食開始までに、面談を実施することを伝え

る。 

～３月 ・校内での対応の方法を検討し、面談を設定する。 

・新1年生は、出身小学校より、個別支援カード等を引き継ぐ。 

入学式・始業式 

（４月） 

 

２．面談の実施  

・面談・・・保護者・管理職・担任・養護教諭・栄養士等 

・学校給食で対応できる範囲を説明し、対応内容・緊急時の対応などを決定する。 

・面談内容は個別支援カードに記載し、学校と保護者双方で確認し、署名する。 

給食開始前までに 
３．対応が必要な生徒の周知  

・職員会議等において対象者をすべての職員に周知し、対応を確認する。 

・可能であれば、同時に、緊急時の対応やエピペン®に関する研修を実施する。 

（別の機会でも可）（P5参照） 

・校外学習、林間学園、修学旅行等の前には、詳細な献立表で、事前に確認する。 

４．確認した対応を実践  

・翌日の献立表の確認 

・給食予定料理別献立表（様式11）の掲示などを実践し、対応にあたる。 

＊ 食物アレルギーに関する調査は次年度回収まで保管する。（P.17参照） 
＊ 転出時には、関係書類を転出先に送付、卒業時に保護者に返却する。（P.17参照） 
＊ 市外からの転入生は、転入時に調査から実施する。（P.17参照） 
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１．「食物アレルギーに関する調査」について 

 

（１）調査対象者：全員・新規発症者・年度途中の市外からの転入生。 

 

（２）保  存：次年度回収まで保存。 

 

（３）進級時：入学先中学校へ送付。 

 

（４）転出時：転出先学校へ送付。 

 

① アレルギー有りの場合 

 

  ■ 市内の場合 管理職の指示のもと、学校間で連絡を取り合い早急に送付する。 

 

  ■ 市外の場合 保護者に依頼するなどできるだけ早急に対応。（至急扱いとする） 

 

② アレルギー無しの場合・・・転出書類に同封する。 

 

③ 小学校では新１年生の「食物アレルギーに関する調査」を就学時健診で実施した場合 

調査用紙を新１年生転出書類に同封する。 

 

２．「学校生活管理指導表」及び「食物アレルギー個別支援カード」について                                                 

 

（１） 提出対象者：「食物アレルギーに関する調査」により「ある」と回答した児童・生徒 

■「学校生生活管理指導表」（様式２）（医療機関にて記入）の提出を保護者に依頼。 

提出後、面談を行い「食物アレルギー個別支援カード」（様式５）を作成する。 

 

（２）保  存：転出時・卒業時まで保存し次の学校に引き継ぐ。 

       中学校は卒業時に保護者に返却する。 

（３）転出時：「食物アレルギーに関する調査」を転出先学校へ送付（①に準ずる）。 

（４）「食物アレルギー面談辞退届（様式１４）」は、新年度分の提出を確認後、前年度のものは破棄する。 

 

（５） 医師の指導の下、管理が不要になった場合は、「学校生

活管理指導表」において原因食品が「管理不要」「摂取の制

限なし」等学校生活での配慮が必要ないことを確認の上、

別紙「除去解除申請書（様式１５－２）」の提出を以って対

応を終了する。終了後の「学校生活管理指導表」の提出は必

須ではないが、解除申請後に学校内で症状が出た場合など、

学校が必要と判断した場合は提出を求める。 

また、医師の判断に基づいた「除去解除申請書（様式１５—２）」の提出のみでも食物アレルギー対

応を終了することがある。終了する場合は、「学校生活管理指導表」を家庭に返却する。個別支援カー

ドは、返却せず中学校へ引き継ぎ、卒業時に家庭へ返却する。 

Ⅷ 関係書類の取り扱いについて 

（様式２） （様式５） 

（様式１） 
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■ヒヤリハット事例１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヒヤリハット事例２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヒヤリハット事例３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 種 ： 小学校 

活 動 ： 家庭科の授業中 

原 因 ： タマゴ 

症 状 ： じんましん・かゆみ 

経 過 ： 家庭科の授業でタマゴを使った調理実習を行った。対象児童がタマゴアレルギーだ 

ったため、対象児童はタマゴ不使用のウィンナーを持参していたが、先にタマゴを 

調理したフライパンが洗浄不十分だったため、対象児童がその後ウィンナーを炒め、 

試食後じんましんが出た。 

対 応 ： 調理実習では原因食物の取り扱いだけでなく、使用する調理器具や食器の洗浄を丁 

寧に行うことを指導する必要がある。調理台を分ける、調理器具や食器を専用の 

ものにするなど原因食物との接触を避ける配慮が必要となる。 

校 種 ： 小学校 

活 動 ： 生活科の授業中 

原 因 ： 小麦粉 

症 状 ： 目の腫れとかゆみ・喘息発作 

経 過 ： 生活科の授業中に小麦粉を使用したおやつ作りをした。対象児童は小麦アレルギー 

だったため、小麦粉を使う段階から小麦粉を使用しない別の調理をしていた。授業 

の途中から目の周囲が赤く腫れあがってかゆみを感じ、次第に喘息発作による咳が 

出始めた。 

対 応 ： 小麦粉は空気中に飛散するため、食べるだけでなく、触れて吸い込むことで発症す

ることがある。アレルギー対象児童がいる場合は、本人が安心して参加できるよ

う、原因食物を使用しない内容で計画する配慮が必要。例えば、今回の場合は小麦

粉ではなく米粉やマッシュポテトを使用したおやつ作りなど。 

校 種 ： 小学校 

活 動 ： 修学旅行 

原 因 ： ごま油 

症 状 ： のどの痛み 

経 過 ： 修学旅行の宿泊先でバイキング式の夕食をとった。事前に当日の献立を確認し、食 

してよいメニューは保護者と確認していた。サラダのドレッシングがいくつかあり 

たまたまごま油を使用したものを選び、食してしまい、途中から喉にイガイガした 

違和感を覚えた。 

対 応 ： 使用食材は見落としのないよう、担任・保護者・本人でしっかり確認する。児童本 

人が自分で料理の内容や使用食材を確認することも必要となってくるので、発達段 

階に応じて指導していく。 

Ⅸ ヒヤリハット事例 
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■ヒヤリハット事例４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヒヤリハット事例５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヒヤリハット事例６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 種 ： 小学校 

活 動 ： 給食返却中 

原 因 ： 牛乳 

症 状 ： 目の腫れとかゆみ 

経 過 ： 給食当番のため、配膳室へ給食ワゴンを返却に行った。対象児童は牛乳パックには触れ

ないよう配慮していたが、クラスのワゴンを置く場所のすぐそばで、飲み残しの牛乳を

パックからバケツに移す作業をしていた。返却後、昼休みに校庭で遊んでいると次第に

目のかゆみを感じ、赤く腫れあがった。 

対 応 ： バケツに移す作業で飛び散った牛乳に触れてしまった可能性が高い。手についた場合は

気が付かずに目や口を触ってしまい、粘膜など刺激が弱い個所で反応が出てしまうこと

がある。対象児童は配膳室に入る手前までの返却にするなどの配慮が必要。他に、牛乳

パックを使用した工作や製氷などは、牛乳成分が残っている可能性があるため、配慮が

必要。 

校 種 ： 小学校 １１歳 男児 

活 動 ： 給食中 

原 因 ： ピーナッツオイル入り豆板醤 

症 状 ： じんましん 

経 過 ： いつもの豆板醤がメーカーの製造中止になり、急に別のものに変更となり、料理に使用

された。児童が口にいれて痛みを訴えたため、確認したところ、ピーナッツオイルが使用

されていることがわかった。 

対 応 ： いつも使用している豆板醤がメーカーの変更になって、変更先のメーカーのものにピー

ナッツオイルが入っていたため誤食事故を起こした。給食で使用する食品のメーカーが

変わる際、少量しか使用しない調味料でも内容を確認する。 

校 種 ： 小学校 ９歳 男児 

活 動 ： 給食前 

原 因 ： 乳製品を使用した中華だし 

症 状 ： 食べていないため症状なし 

経 過 ： わかめスープの味が今回使用する中華だしだと薄いと調理師が自ら判断し、乳製品入り

の中華だしで味をつけた。栄養士が給食の前に気づき校長に連絡、配膳されず食べずに

済んだ。 

対 応 ： 味見をし、調理師が自己判断で原材料の変更をしていた。調理指示書にない食品や調味料

は、使用しない。変更が生じた場合は、栄養士及び管理職に報告相談する。調理師も児童

生徒のアレルギー原因食物を把握する。 
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■ヒヤリハット事例７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヒヤリハット事例８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ヒヤリハット事例９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 種 ： 中学校 

活 動 ： 修学旅行 

原 因 ： そば 

症 状 ： 口の周りの腫れ 

経 過 ： 修学旅行中の自由時間にお土産を買うため、友人とお店を回っていた。店内にせん 

べいの試食が置いてあり、対象生徒も友人と一緒に食べた。その後すぐに口の周り 

が赤く腫れたので買い物を中断し、学級担任のところへ行った。 

対 応 ： そばは即時型であるうえに、微量でもアナフィラキシーを起こしやすい。（そばをゆ 

がいている換気扇の下を通っただけで発症した例がある）見た目や香りだけで判断 

せずに、商品名に原因食物名が表記されていなくても、必ず原材料の表示やアレル 

ギー表示を確認することが重要である。 

校 種 ： 中学校 

活 動 ： 部活動 

原 因 ： お弁当のエビを摂取後の運動 

症 状 ： アナフィラキシー 

経 過 ： 期末試験の最終日で昼食にお弁当（エビフライ入り）を摂取後、すぐに部活動のサ 

ッカーをしていたが、突然皮膚がかゆくなり、発赤とじんましんに気づいた。じん 

ましんは全身に広がり、咳が止まらなくなり救急車を要請した。搬送先でアナフィ 

ラキシーと診断され、治療を受けた。その後専門病院でエビによる食物依存性運動 

誘発アナフィラキシーと診断され、運動前はエビの摂取を避けること、エビを摂取 

した後は４時間以上運動を避けることを指導され、エピペン®の処方を受けた。 

対 応 ： 初回の発症は予測不能のため、学校関係者はこのような疾患があることを知ってお 

く必要がある。診断は専門病院で食物負荷と運動負荷の試験を行い、症状の出現を 

確認する。 

校 種 ： 小学校 ７歳 女児 

活 動 ： 給食中 

原 因 ： オムレツ 

症 状 ： じんましん 

経 過 ： 給食のオムレツを一口食べてしまった。５分後にじんましん、皮膚のかゆみ、口唇・ 

口腔にピリピリ感があり、本人がすぐに吐き出し口の中を洗ったため、大事に至ら 

なかった。 

対 応 ： 給食のメニューで卵料理がでる場合は、母親が代替食を持参することになってい 

たが、母親がメニューを見落とし、代替食を持たせなかったため、本人は食べてし 

まった。担任も、児童のアレルギーに対して理解が不十分で、給食内容も母親まか 

せで、注意を払ってなかった。誤食事故を防ぐには、二重、三重のチェックが必要 

である。給食対応は、母親まかせではなく、学校全体で食物アレルギーの児童を把 

握し、注意しなければならない。 
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様式 １  食物アレルギーに関する調査（日付、提出期限のみ加工可） 

様式 ２   学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）（財）日本学校保健会作成 

様式 ３   学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）提出のお願い 

様式 ４   食物アレルギーに関する面談確認事項 

様式 ５   食物アレルギー個別支援カード 

様式 ６  補教計画簿 

様式 ７  食物アレルギー対応調理実習計画書 

様式 ８   緊急時対応経過記録表 

様式 ９  アレルギー事故等発生報告書 

様式１０  小学校用 給食予定料理別献立表 

様式１１  中学校用 給食予定料理別献立表 

様式１２  給食用アレルギー表示カード 

様式１３  アレルギー献立一覧表 

様式１４  食物アレルギー面談辞退届 

様式１５  除去解除申請書 

資料 １  緊急時対応のフローチャート（エピペン®の使い方） 

資料 ２  緊急時の役割分担 

資料 ３  救急車の要請と要請後の動き 

資料 ４  心肺蘇生法とＡＥＤの手順  

資料 ５  校内研修用シミュレーションシナリオ 

Ⅹ アレルギー関係 様式 及び 資料 

様式 及び 資料です。データは、コラボノートの「松戸市食物アレルギー対応マ

ニュアル」のページに添付されておりますので、各学校において、原則、内容が変

わらない範囲で必要に応じて加工してご活用ください。 



 
 

様式 １－１ 

 

 年  月吉日 

新１年生保護者 様 

                         松戸市教育委員会 

 

食物アレルギーに関する調査について 

 

松戸市立小中学校では、食物アレルギーの有無にかかわらず、安全で安心な学校生活が送

れるよう、『松戸市食物アレルギー対応マニュアル』に基づき、学校対応をしております。 

つきましては、食物アレルギー疾患を有し、配慮・管理の必要な児童生徒を把握するため

に、「食物アレルギーに関する調査」を実施いたします。別紙の調査用紙に必要事項を記入

し、下記のとおり提出くださいますようお願い申し上げます。 
 

記 

             

１ 提出日            年  月  日（ ）  

         

２ 対応決定までの流れ   

（１）「食物アレルギーに関する調査」を実施します。（全員） 

 

対象となる児童生徒の保護者様に『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』を 

配付します。 

 

①『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』『活用のしおり～主治医用～』を主治 

医に持参し、管理指導表の記載をお願いしてください。 

 

   ②医師の診断・指示を基に、個別の支援や対応について面談で決定します。 

 

３ その他 

  ・学校給食は安全性確保のため原因食物の完全除去対応を原則としています。自己除去

対応や量的配慮も実施していません。 

 

  ・個別の支援とは、給食、食物・食材を扱う授業、運動、宿泊を伴う 

校外活動等の学校行事などすべての学校生活における対応のことです。 

 

・食物アレルギー以外のアレルギーで、『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』の 

活用を希望するご家庭は、学校までご連絡ください。 

 



 
 

様式 １－２ 

（在校生用） 

  年  月  日 

保護者 様 

                         松戸市教育委員会 

 

食物アレルギーに関する調査について 

 

松戸市立小中学校では、食物アレルギーの有無にかかわらず、安全で安心な学校生活が送

れるよう、『松戸市食物アレルギー対応マニュアル』に基づき、学校対応をしております。 

つきましては、食物アレルギー疾患を有し、配慮・管理の必要な児童生徒を把握するため

に、「食物アレルギーに関する調査」を実施いたします。別紙の調査用紙に必要事項を記入

し、下記のとおり提出くださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

             

１ 提出日            年  月  日（ ）  

         

２ 対応決定までの流れ   

 

（１）「食物アレルギーに関する調査」を実施します。（全員） 

 

対象となる児童生徒の保護者様に『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』を 

配付します。 

 

①『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』『活用のしおり～主治医用～』を主治 

医に持参し、管理指導表の記載をお願いしてください。 

 

   ②医師の診断・指示を基に、個別の支援や対応について面談で決定します。 

 

３ その他 

 

・学校給食は安全性確保のため原因食物の完全除去対応を原則としています。自己除去 

対応や量的配慮も実施していません。 

 

・食物アレルギー以外のアレルギーで、『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』 

の活用を希望するご家庭は、学校までご連絡ください。 

  

  ・完治等で学校対応が不要になった場合は、所定の手続きが必要です。 



 
 

様式 １－３ 

食物アレルギーに関する調査（小学校新１年生用） 

【記入日  年  月  日】 

 
幼稚園・保育園名             氏  名            男・女  
 

  保護者名                 

日中の連絡先               

 

下記の質問に必要事項をご記入ください。 

 

質問１ 食物アレルギーはありますか。 

（  ）ある    （  ）ない      以上で終了です。 

   
        

 
質問２  医師の診断は受けていますか。 

   （  ）受けている    （  ）受けていない    

                              

 

 

質問３  医師の診断による原因食物は何ですか。 

   （                     ） 

 

 

 

 

ご回答ありがとうございました。 

食物アレルギーのあるお子様に、『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』をお渡

ししますので、提出をお願いします。 

 

※『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』の活用の手順は、『活用のしおり 

～保護者用～』をご覧ください。 

 ふりがな 

医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 



 
 

様式 １－４ 

食物アレルギーに関する調査（中学校新１年生用） 

【記入日  年  月  日】 

 
出身小学校名 松戸市立     小学校   氏  名           男・女 

６年   組   番   保護者名               

進学先中学校名               日中の連絡先             

下記の質問に必要事項をご記入ください。 

質問１ 食物アレルギーはありますか。 

（  ）ある             （  ）ない   以上で終了です。 
       

 

 

 

質問２  医師の診断は受けていますか。 

   （  ）受けている    （  ）受けていない     

                             

 

 

質問３  医師の診断による原因食物は何ですか。 

   （                     ） 

 

 

 

 

ご回答ありがとうございました。 

食物アレルギーのあるお子様に、『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』をお渡

ししますので、提出をお願いします。  

  

※『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』の活用の手順は、『活用のしおり 

～保護者用～』をご覧ください。 

 

 ふりがな 

医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 



 
 

様式 １－５ 

食物アレルギーに関する調査（在校生用） 

【記入日  年  月  日】 

 
 年  組   番    氏  名          男・女 

            

保護者名              

下記の質問に必要事項をご記入ください。 

質問１ 食物アレルギーはありますか。 

（  ）ある         （  ）ない    以上で終了です。 

 

 

 

質問２  医師の診断は受けていますか。 

   （  ）受けている   （  ）受けていない     

                               
     

 
質問３  医師の診断による原因食物は何ですか。 

   （                     ） 

 

 

 

 

ご回答ありがとうございました。 

食物アレルギーのあるお子様は、毎年『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』の

提出が必要です。 

 

 ※『学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）』の活用の手順は、『活用のしおり 

～保護者用～』をご覧ください。 

    ※個別支援カードで管理している児童生徒で、アレルギー対応が不要な時は、所

定の手続きが必要になります。 
 

 ふりがな 

医
師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 





 年  月  日                               

保護者 様 

 松戸市立      学校 

 校 長 

 

 学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）提出のお願い 

 

 先日はアレルギー疾患に関する調査用紙を提出していただきありがとうございまし

た。その中でお子様は食物アレルギーがあるとのことでした。つきましては，お子様の

学校生活において大切な資料とさせていただくため学校生活管理指導表（アレルギー疾

患用）の提出をお願いいたします。医療機関にて記入していただき   月   日

（  ）まで担任に提出してください。提出していただきましたら面談について相談さ

せていただきます。 

 なお，年間を通して管理等に変更がある場合早めに連絡していただければ幸いです。 

 

 

  

 

〈個別支援カード同封の場合〉・・その間学校ではコピーを取って対応 

 

 

 年  月  日                               

保護者 様 

 松戸市立      学校 

 校 長 

 

 学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）提出のお願い 

 

 先日はアレルギー疾患に関する調査用紙を提出していただきありがとうございまし

た。その中でお子様は食物アレルギーがあるとのことでした。つきましては，お子様の

学校生活において大切な資料とさせていただくため学校生活管理指導表（アレルギー疾

患用）の提出をお願いいたします。医療機関にて記入していただき   月   日

（  ）まで担任に提出してください。また，食物アレルギー個別支援カードを同封い

たしますので記入，確認の上同時に提出をお願いいたします。提出していただきました

ら面談について相談させていただきます。 

 なお，年間を通して管理等に変更がある場合早めに連絡していただければ幸いです。 

様式 ３ 



小学校学校用 

食物アレルギーに関する面談確認事項 面談実施日     年  月  日      

 年 組 児童氏名         
面談者 校長・教頭・学級担任・養護教諭・栄養士・     ・       
★説明 ●確認（学校生活管理指導表・検査結果や医師の指示内容・個別支援カード等参照）  
１管理職 ★「松戸市食物アレルギー対応マニュアル」に基づき対応します。 

★給食室の施設環境や人員の面から可能な範囲で対応いたします。 

★児童への安全で安心な給食の提供を第一に考えています。 

２養護教諭 ●アレルギーに関して 

 Ａ 食物アレルギーの病型    
 Ｂ アナフィラキシー病型（アナフィラキシーの既往など） 
 Ｃ 原因食物と摂取後の具体的な症状と対応手順等について 

・最近の発症と現在の状況 
・微量での重篤な症状の有無 
・緊急時の対応での要望、保護者連絡等 

 Ｄ 緊急時に備えた処方薬（内服薬、エピペン®の有無、指示内容、保管場所） 
  ・エピペン®の使い方や内服薬の飲み方等本人が理解して実施できるか 
★本人は自分でアレルギー原因食物を理解し、担任や周囲に伝えられますか。できない場
合は、できるようにしていきましょう。 

３栄養士 

 

 

 

★管理職の説明にもありましたとおり、ご希望の対応ができない日もあることをご了承く

ださい。提供する料理については、同一の調理場および器具で、調理や揚げ物の油は数

回使用すること、また、食材の製造過程での混入によりコンタミネーション（微量混入）

の可能性はあります。 

●家庭での食事や外食時の配慮の方法について 

●幼稚園・保育所等の給食の対応について（新１年生のみ） 

●学校給食での対応 

  １．原因食物の微量混入での発症の可能性の有無、弁当・除去・牛乳停止等 

  ２．給食予定料理別献立表の説明と確認 

●原因食物が給食に提供しない５品目（生卵・いくら・そば・落花生・くるみ）のみの者

と通年弁当の者には給食予定料理別献立表の有無を確認 

  ３．その他（給食当番、おかわり・弁当忘れ時の対応等） 

★弁当の場合は、原因食物を含まない料理等の持参をお願いします。 

★除去食や一部弁当の場合、給食費は請求いたします。一食単位で食べない場合は調整い

たします。牛乳を飲まない場合は、牛乳代は請求しません。 

４学級担任 ●学校生活における配慮（給食以外に気をつけること） 

  １．食物・食材を扱う活動・授業     

  ２．運動(体育・部活動等)   

  ３．校外学習        

  ４．宿泊を伴う活動 

  ５．その他（工作の材料等） 

★食物アレルギー等について学級でも指導し、他児童への理解につなげていきます。その

ほか配慮が必要なことや心配なことがありましたら、いつでもご連絡ください。 

★アレルギーを持つ児童について教職員の情報共有とクラス児童へ周知することの同意

を求める 

５栄養士 

 養護教諭 

★全体を通して、保護者様から何かありますか。 

●確認作業 サイン等 

６管理職 ★本日はありがとうございました。保護者の方のご意向が伺えてよかったです。学校では

お子様の安全を最優先に考え、対応をしてまいります。ご家庭でも献立内容の確認等ご

協力いただき、連携していきたいと考えております。また、学校における日常の取り組

み及び緊急時の対応に活用するために、本日確認させていただいたことは学校の中で共

有させていただきますので、ご了承ください。  

様式 ４―１ 



中学校学校用 

食物アレルギーに関する面談確認事項 面談実施日     年  月  日      

 年 組 生徒氏名        

面談者 校長・教頭・学級担任・養護教諭・栄養士・     ・       

★説明 ●確認（学校生活管理指導表・検査結果や医師の指示内容・個別支援カード等参照）  
１管理職 ★「松戸市食物アレルギー対応マニュアル」に基づき対応します。 

★給食室の施設環境や人員の面から可能な範囲で対応いたします。 

★生徒への安全で安心な給食の提供を第一に考えています。 

２養護教諭 ●アレルギーに関して 

 Ａ 食物アレルギーの病型    
 Ｂ アナフィラキシー病型（アナフィラキシーの既往など） 
 Ｃ 原因食物と摂取後の具体的な症状と対応手順等について 

・最近の発症と現在の状況 
・微量での重篤な症状の有無 
・緊急時の対応での要望、保護者連絡等 

 Ｄ 緊急時に備えた処方薬（内服薬、エピペン®の有無、指示内容、保管場所） 
  ・エピペン®の使い方や内服薬の飲み方等本人が理解して実施できるか 
★本人は自分でアレルギー原因食物を理解し、担任や周囲に伝えられますか。できない場
合は、できるようにしていきましょう。 

３栄養士 

 

 

 

★管理職の説明にもありましたとおり、ご希望の対応ができない日もあることをご了承く

ださい。提供する料理については、同一の調理場および器具で、調理や揚げ物の油は数

回使用すること、また、食材の製造過程での混入によりコンタミネーション（微量混入）

の可能性はあります。 

●家庭での食事や外食時に配慮していること 

●小学校の時の給食対応の確認について（新１年生のみ） 

●学校給食での対応 

  １．原因食物の微量混入での発症の可能性の有無、弁当・除去・牛乳停止等 

  ２．給食予定料理別献立表の説明と確認 

●原因食物が給食に提供しない５品目（生卵・いくら・そば・落花生・くるみ）のみの者

と通年弁当の者には給食予定料理別献立表の有無を確認 

  ３．その他（給食当番、おかわり・弁当忘れ時の対応等） 

★弁当の場合は、原因食物を含まない料理等の持参をお願いします。 

★持参する弁当の衛生管理はご家庭で保冷剤を入れる等の配慮をお願いします。 

★除去食の場合、給食費は請求いたします。一食単位で食べない場合は調整いたします。

牛乳を飲まない場合は、牛乳代は請求しません。 

４学級担任 ●学校生活における配慮（給食以外に気をつけること） 
 １．食物・食材を扱う活動・授業     
 ２．運動(体育・部活動等)   
 ３．校外学習        
 ４．宿泊を伴う活動 
 ５．その他（工作の材料等） 
★食物アレルギー等について学級でも指導し、他生徒への理解につなげていきます。その
ほか配慮が必要なことや心配なことがありましたら、いつでもご連絡ください。 
★アレルギーを持つ児童について教職員の情報共有とクラス児童へ周知することの同意
を求める 

５栄養士 

 養護教諭 

★全体を通して、保護者様から何かありますか。 

●確認作業 サイン等 

６管理職 ★本日はありがとうございました。保護者の方のご意向が伺えてよかったです。学校では

お子様の安全を最優先に考え、対応をしてまいります。ご家庭でも献立内容の確認等ご協

力いただき、連携していきたいと考えております。また、学校における日常の取り組み及

び緊急時の対応に活用するために、本日確認させていただいたことは学校の中で共有させ

ていただきますので、ご了承ください。  

様式 ４―２ 



 

食物アレルギー個別支援カード（記入例） 
 

年 度 ○         

学 年 小１ ２ ３ ４ ５ ６ 中１ ２ ３ 

クラス          

管理指導表の提出 ○年○月  年 月 年 月 年 月 年 月 年 月 年 月 年 月 年 月 

面談実施日 ４／５ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

確
認
欄 

保護者  
        

校 長 
         

教 頭 
         

養護教諭 
         

栄養士 
         

担 任 
         

※確認は 4月の担当職員 
ふりがな   まつど  まるこ 

男・女 

生年月日 

 

R・H ○○ 年 ○月 ○日 
児童生徒氏名   松戸 ○子 

小学校名   松戸市立  △△      小学校 

中学校名   松戸市立         中学校 

 

 

保護者の方へ 
 

★このカードを渡されましたら、「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）」等をもとに、記入・確認

をお願いします。変更がある場合は、二重線で訂正してください。 
★学校で、所定の場所に保管し、教職員が共通理解し対応します。（中学卒業時まで使用します） 

様式 ５ 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ 医師からの学校生活管理指導表をもとに病型を○で囲み、必要事項を記入してください。   

 

Ａ 食物アレルギー病型 

即時型 口腔アレルギー症状 
食物依存性 

運動誘発アナフィラキシー 

 

Ｂ アナフィラキシー病型  

食 物 食物依存性運動誘発 その他（           ） 

 

Ｃ  原因食物 （原因食物と摂取後の具体的な症状・対応手順等） 
  

※果物類などで症状や対応が同一の場合、まとめて記入して結構です。  

※対応が不要になったものは斜線を引いてください。    

食物 

 

 
ピーナッツ 卵     

 

 

 

 

微量で重篤な

症状ありは〇 
〇 ×      

発症年齢など ２歳頃～ 小２～      

家庭での 

対応方法 
完全除去 

食べないよう

にしている 

 

 

 

 

    

症状 

じんましん、 

呼吸困難 → 

 

アナフィラキシ

ーショック   

口の中が   

かゆくなる 
    

 

 

 

 

 

 

処置方法

等 

安静、 

家庭連絡 

救急車要請、 

エピペン 

口をすすぐ 

 

→薬を飲む 

     

 

Ｄ 緊急時に備えた処方薬（有無を○で囲み、有の場合は詳細を記入）  

●内服薬   （ 有・無 ） 薬 品 名：                 指示内容：                           

●エピペン®  （ 有・無 ） 保管場所： ランドセルのファスナー付きポケット                                                                                       

  エピペン®を所持されている方はご記入ください。  

アレルギー症状を起こした時に学校教職員の判断でエピペン®を使用することを承諾します。  

                                                    保護者名                       印   

記入例 

原材料として使用していなくても、工場や給食調理場な

どでは、アレルギー物質を扱っており、微量混入（コンタ

ミネ―ション）することがあります。 



氏名  
ふりがな                  

 

氏名  

 

------------------ 以下は面談時に確認し、学校で記載します。-------------------- 

Ⅱ 学校給食での対応  

１．給食対応 

 
＊一食分弁当は返金、 

一部弁当や除去食対応 

の場合は返金しません。 

＊給食予定料理別献立表

は対応のあるお子様全

員に配付します。 

（ ）通年弁当：微量混入で発症の可能性がある場合や希望の場合 

（ ）一食分弁当：原因食物の日 

（ ）一部弁当：原因食物の日 

（ ）除去食対応：（りんご・バナナのみ除去して提供  ） 

（ ）牛乳停止 

（ ）その他（                  ） 

 

【対応変更の記録】 
例：一食分から一部弁当へ 

変更(R5.3）など 

２．給食予定料理別

献立表 

（ ）必要 

（ ）不要 

 

 

３．その他  
 

・給食当番  

・おかわり 他  

（ ）給食当番は通常通り  

（ ）給食当番では原因食物の配膳は避ける 

（ ）                   

（ ） 

  

Ⅲ学校生活における給食以外の配慮  

項目  具体的な配慮と対応  

食物・食材を扱う活動・授業  調理実習では原因食物を扱わないようにする 

運動(体育・部活動等)  給食の後は運動を控える 

校外学習  おやつ交換はしない 

宿泊を伴う活動  
おやつの交換はしない 

アレルギーの詳細献立表（ 必要 ・ 不要 ） 

その他    

 

【学校での様子】（学校でアレルギー症状を発症した場合等に記録）  

発症日時  症状  経過及び処置  

      年 月   日   ：   
    

      年   月   日   ：   
    

      年   月   日   ：   
  

 

記入例 

 

記入例 

 



校　長 教　頭 教　務 学年主任 担　任

時 教　科 補教者

朝の会

１校時

２校時

３校時

４校時

名　前

５校時

６校時

帰りの会

　　　年　　　組 　担　任 ：

補　　教　　計　　画　　簿

　　年　　　月　　　日（　　　）

　補教理由　：　出 張     年 休     療 養     職 免     その他（　  　　　　　 　　　　　　）　　　　

学　習　内　容　・　連　絡　事　項

連絡事項

　　清　　掃　　指　　導

食 品 名 対　　　応

給食指導

食物アレルギー対応児童生徒（ いる ・ いない ）

様式６



校　長 教　頭 栄養士 養護教諭 担　任 教科担当

指導者

調理名

■使用食材の確認（成分表も確認する）・・・アレルギーがある場合は下記にも記入する

給食室 担当者 児童・生徒

■アレルギー対応児童・生徒と対応内容

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊計画書については、教科以外の調理実習においても必ず作成すること

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

名　　前 詳　し　い　対　応　内　容食品名

 ③

 ④

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

購入・持参者に○印

食品名 保管場所 アレルギーの確認と対応数量

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

家庭科 ・ 生活科 ・ 総合 ・ 学活 ・ クラブ

食物アレルギー対応調理実習計画書

 ⑤

 ⑥

 ⑦

 ⑧

　　　年　　　月　　　日（　　　）　　　校時

その他（　　　　　　　　　　　　　　　）　　　年　　　組 ・ （　　　　　）クラブ ・ （　　　　　　）名

　　担　任 ・ 教科担当者 ・ 担当者    氏　名 ：

 ①

 ②グループ
別の場合
の調理名

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

無 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　）

様式７



保護者名

電　話　番　号

① 　　　（　　　）

② 　　　（　　　）

③ 　　　（　　　）

（どこにどんな症状が出現したか）

□ 原因物質を摂取・接触した時　　　□ 症状が出現した時

電　話　番　号

　　　（　　　）

＊該当項目を記入　☑

記入者 ：

□ 手洗い・洗眼

□ 応援を呼ぶ

　　   時　　 分　

　　   時　　 分　

　　   時　　 分　

　　   時　　 分　

①部分的な赤み・かゆみ・じんましん 　　   時　　 分　 バイタルサイン

②唇・まぶたの軽い腫れ 　　   時　　 分　①　　  　　 時　　 分　

③くしゃみ・鼻水・鼻づまり 　　   時　　 分　脈拍　　　　　　回/分

④軽い腹痛・吐き気 　　   時　　 分　血圧　　　　 /

⑤元気がない・他 　　   時　　 分　体温　　　　　　℃

⑥広範囲のじんましん・赤み・かゆみ 　　   時　　 分　②　　  　　 時　　 分　

⑦明らかな唇・まぶた・顔全体の腫れ 　　   時　　 分　脈拍　　　　　　回/分

⑧繰り返す咳 　　   時　　 分　血圧　　　　 /

⑨明らかな腹痛・嘔吐・下痢 　　   時　　 分　体温　　　　　　℃

⑩顔色が悪い・立っていられない 　　   時　　 分　③　　  　　 時　　 分　

⑪持続する強い咳き込み 　　   時　　 分　脈拍　　　　　　回/分

⑫ゼーゼー・ヒューヒューする呼吸・呼吸困難 　　   時　　 分　血圧　　　　 /

⑬持続する強い腹痛 　　   時　　 分　体温　　　　　　℃

⑭持続する吐き気と嘔吐 　　   時　　 分　グレード３の場合はできるだけ

⑮意識もうろう・ぐったりしている 　　   時　　 分　移動させずに救急隊を待つ

⑯その他 　　   時　　 分　迷ったらエピペン　をうつ

　　　　　　　　　　緊急時対応経過記録表 ＊太枠内は記入しておく

氏　　名

 記  入  年  月  日

 　なし ・ あり（保管場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　なし ・ あり（保管場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

医療機関名

 エ ピ ペ ン　 の 処 方

 過 去 の 主 な 症 状

 内 服 す べ き 状 態

 かかりつけ医療機関

緊
急
時
連
絡
先

 児 童 生 徒 名（ふりがな）

 生 年 月 日     (男・女）

 原 因 物 質

 内 服 薬 の 処 方

グ
レ
ー

ド
３

（　　　　　　　）

　　　　年　　月　　日　　 (男・女）

連　絡　先

携帯・自宅・勤務先（　　　　　　　　　　）

携帯・自宅・勤務先（　　　　　　　　　　）

携帯・自宅・勤務先（　　　　　　　　　　）

 初  発  症  状

 対応・処置

□ 保護者連絡

□ 救急車要請　　１１９番

 摂取・接触（何時ごろ 何を どれくらい）

 連絡確認

　　　　年　　月　　日　　（　　　）

　　  時　　分　頃 (初めて症状を確認した時刻を記入)

□ くちの中の物を取り除く

グ
レ
ー

ド
１

グ
レ
ー

ド
２

□ くちをゆすぐ　　　　□ 冷やす

□ 内服

□ エピペン　使用　　　誰が（　　　 　）

様式８-１

®

®

®



保護者名　松戸　□男

電　話　番　号

① 　　松戸　△子 ○○○（○○○○）○○○○

② 　　松戸　□男 ○○○（○○○○）○○○○

③ 　　松戸　○枝 ○○○（○○○○）○○○○

（どこにどんな症状が出現したか）

□ 原因物質を摂取・接触した時　　　□ 症状が出現した時

電　話　番　号

○○○（○○○）○○○○

＊該当項目を記入　☑

記入者 ： ○○　○○

□ 手洗い・洗眼

☑ 応援を呼ぶ

　　   時　　 分　

　１２時５７ 分

　１２時５０ 分

　１２時５７ 分

①部分的な赤み・かゆみ・じんましん 　１２時 ４０分 バイタルサイン

②唇・まぶたの軽い腫れ 　　   時　　 分　①　　   １２ 時４５分

③くしゃみ・鼻水・鼻づまり 　　   時　　 分　脈拍　　１００回/分

④軽い腹痛・吐き気 　　   時　　 分　血圧　　１１０／７０

⑤元気がない・他 　　   時　　 分　体温　　３６．５℃

⑥広範囲のじんましん・赤み・かゆみ 　１２時５０ 分 ②　　   １３ 時 ０0 分

⑦明らかな唇・まぶた・顔全体の腫れ 　　   時　　 分　脈拍　　１２０ 回/分

⑧繰り返す咳 　１２時５０ 分 血圧　   ９０／５０

⑨明らかな腹痛・嘔吐・下痢 　　   時　　 分　体温　　３６．４℃

⑩顔色が悪い・立っていられない 　　   時　　 分　③　　  　　 時　　 分　

⑪持続する強い咳き込み 　　   時　　 分　脈拍　　　　　　回/分

⑫ゼーゼー・ヒューヒューする呼吸・呼吸困難 　１２時５５ 分 血圧　　　　 /

⑬持続する強い腹痛 　　   時　　 分　体温　　　　　　℃

⑭持続する吐き気と嘔吐 　　   時　　 分　グレード３の場合はできるだけ

⑮意識もうろう・ぐったりしている 　　   時　　 分　移動させずに救急隊を待つ

⑯その他 　　   時　　 分　迷ったらエピペン　をうつ

　　　　　緊急時対応経過記録表（記入例）＊太枠内は記入しておく

氏　　名

 記  入  年  月  日

息苦しさ、全身の発疹

 　なし ・ あり（保管場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　なし ・ あり（保管場所：ランドセルのファスナー付きポケット　）

医療機関名

 エ ピ ペ ン　 の 処 方

 過 去 の 主 な 症 状

 内 服 す べ き 状 態

 かかりつけ医療機関

 児 童 生 徒 名（ふりがな）

 生 年 月 日  (男・女）

 原 因 物 質

 内 服 薬 の 処 方

グ
レ
ー

ド
３

松戸　○子（　まつど　まるこ　）

　○○　年　○　月　○　日（男・女）

連　絡　先

携帯・自宅・勤務先（　　　　　　　　　　）

携帯・自宅・勤務先（　○×△　　　　　　）

携帯・自宅・勤務先（　　　　　　　　　　）

 初  発  症  状

 対応・処置

☑ 保護者連絡

☑ 救急車要請　　１１９番

くるみ

○○小児科

 摂取・接触（何時ごろ 何を どれくらい） 12時３５分頃　佃煮のくるみを少量(ひとかけら)

 連絡確認

　　　○○年　○　月　○　日（　○　）

　１２  時　４０　分　頃 (初めて症状を確認した時刻を記入)

☑ くちの中の物を取り除く

グ
レ
ー

ド
１

グ
レ
ー

ド
２

☑ くちをゆすぐ　　　　□ 冷やす

□ 内服

☑ エピペン　使用　　誰が（養護教諭）

様式８-２

®

®

®



様式９

松戸市教育委員会学務課
学校保健安全担当室　御中

報告日　　　　　年　　月　　日

発生日時

発生場所

当該児童生徒

今後の学校の
取組

提出されていた　・　提出されていない

エピペン®の使用：　無　・　有※

（※使用者：本人・養護教諭・その他教職員・保護者・その他：　　 　 　　　　　）

アレルギー事故等発生報告書

　　年　組　氏名　　　　　　　　　　　　　　　性別：

　　　　年　　月　　日（　　）　　　　　時　　　分頃

処方されていた　・　処方されていない

無　・　有（　　　　　　　　　　　）

エピペン®

アレルギーの有無

学校名

学校長名

記入者　職・氏名

発生状況
及び

学校の対応

※当該児童生徒
の症状の経過等
も含め、時系列

で記載

事故前の状況

事故後の状況

アレルギーの有無 無　・　有（　　　　　　　　　　　）

エピペン® 処方された（されていた）　・　処方されていない

学校生活管理指導表 提出される（されていた）　・　提出されない（されていない）

学校生活管理指導表

無・有（原因食物：　　　　　　）・不明学校給食との関連性



学年 〇 クラス 〇 〇 氏名

3 17
(火) (火)

4 18
(水) (水)

5 19
(木) (木)

6 20
(金) (金)

9 24
(月) (火)

10 25
(火) (水)

11 26
(水) (木)

12 27
(木) (金)

13 30
(金) (月)

保護者確認 印

給 食 予 定 料 理 別 献 立 表 提出期限：〇月〇日(〇)
対象アレルギー：卵  うずらの卵  

令和〇年度　〇月〇日(〇)　～　〇月〇日(〇) 出席番号 〇〇　〇〇

　【脂質　22g】 　【食塩相当量　2.4g】
●こめ　むぎ　サラダあぶら　ぶたにく　あさり　酒　だいず　とうふ　たけのこ　ほししいたけ　たまねぎ　ながねぎ　にんじん　にら　しょうが　にん
にく　あかみそ　まめみそ　さんおんとう　オイスターソース　しょうゆ　豆板醤　甜麺醤　豚鶏スープ　でんぷん　ごまあぶら　　▲きゅうり　しょう
ゆ　酢　さとう　塩　ごまあぶら　いりごま　　■いりだいず　さとう　みりん　しょうゆ　あおのり　　◆れいとうみかん　　　▼ぎゅうにゅう

●こめ　むぎ　さんま　酒　でんぷん　こむぎこ　あぶら　しょうが　しょうゆ　さんおんとう　いりごま　　▲サラダあぶら　ぶたにく　にんにく　しょう
が　にんじん　さといも　だいこん　なまあげ　こんにゃく　いか　さやいんげん　酒　みりん　さんおんとう　しょうゆ　塩　かつおぶし　　■とりにく
しらたま　なると　にんじん　ごぼう　はくさい　えのきたけ　こまつな　酒　しょうゆ　しろみそ　さいきょうみそ　かつおぶし　　◆ぶどう　　▼ぎゅう
にゅう

●ひやしうどん　▲ごこくまいおにぎり　■ちくわのいそべあげ　　◆わかさぎのフリッターやき　▼
かんぴょうのごまずあえ　○ひとくちぶどうゼリー　△ぎゅうにゅう

●ホイコーローどん　▲はるさめスープ　■オレンジ　◆ぎゅうにゅう

マークで料理を表示し料理別に材料を記載してあります。 アレルギーが含まれる食品には★マークをつけています。
●マーボーどうふどん　▲きゅうりのあまずあえ　■あおのりだいず　◆れいとうみかん　▼ぎゅう
にゅう

●さんまごはん　▲いかとさといものそぼろに　■きょうふうだんごじる　◆ぶどう　▼ぎゅうにゅう

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　623kcal】 　【蛋白質　28.6g】 　【脂質　20.1g】 　【食塩相当量　2.3g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　676kcal】 　【蛋白質　29.7g】

　【脂質　18g】 　【食塩相当量　2g】
●うどん　ながねぎ　ほししいたけ　しょうゆ　塩　さとう　酒　みりん　こんぶ　かつおぶし　かつおぶし　いりごま　　▲こめ　ごごくまい　塩　　■
ちくわ　こめこ　こむぎこ　ベーキングパウダー　あおのり　あぶら　　◆わかさぎフリッター　　▼かんぴょう　こまつな　りょくとうもやし　にんじん
すりごま　さんおんとう　しょうゆ　酢　ごまあぶら　　○ひとくちゼリー　　△ぎゅうにゅう

●こめ　むぎ　ぶたにく　しょうゆ　酒　にんにく　キャベツ　ピーマン　あかピーマン　ながねぎ　にんじん　きくらげ　なまあげ　さとう　豆板醤　甜
麺醤　オイスターソース　でんぷん　ごまあぶら　　▲サラダあぶら　とりにく　にんじん　えのきたけ　ながねぎ　こまつな　コーン　はるさめ　くき
わかめ　　塩　こしょう　酒　しょうゆ　豚鶏スープ　　■オレンジ　　◆ぎゅうにゅう

●ごはん　▲あじつけのり　■こうやどうふのあげに　◆みそしる　▼れいとうパイン　○ぎゅうにゅ
う

●スパゲティミートソース　★▲チョコクロワッサン　■ザックリサラダ　◆プルーン　▼ぎゅうにゅう

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　620kcal】 　【蛋白質　21.4g】 　【脂質　17.6g】 　【食塩相当量　2.7g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　572kcal】 　【蛋白質　23.9g】

　【脂質　26.4g】 　【食塩相当量　2.5g】
●こめ　むぎ　　▲あじつけのり　　■とりにく　じゃがいも　にんじん　たまねぎ　ピーマン　こおりどうふ　でんぷん　あぶら　しょうゆ　みりん　酒
さんおんとう　塩　かつおぶし　　◆さつまいも　だいこん　こまつな　ぶなしめじ　ながねぎ　あぶらあげ　あかみそ　しろみそ　かつおぶし　　▼パ
イン　　○ぎゅうにゅう

●スパゲッティ　オリーブゆ　サラダあぶら　ぶたにく　にんにく　しょうが　たまねぎ　にんじん　だいず　あさり　白ワイン　マッシュルーム　塩　こ
しょう　さんおんとう　赤ワイン　ケチャップ　トマトピューレー　トマトかん　中濃ソース　しょうゆ　ハヤシルウ　チーズ　パプリカ　セージ　オレガノ
豚鶏スープ　　★▲クロワッサン　チョコレート　　■だいこん　キャベツ　きゅうり　にんじん　くきわかめ　　サラダあぶら　薄口しょうゆ　オレンジ
ジュース　酢　さとう　塩　こしょう　いりごま　　◆プルーン　　▼ぎゅうにゅう

●くろパン　▲なすとトマトのチーズやき　■ポテトのフレンチサラダ　◆カルピスポンチ　　▼ぎゅう
にゅう

●ごはん　▲さばのみそに　■くきわかめのきんぴら　★◆かきたまじる　▼なし　○ぎゅうにゅう

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　629kcal】 　【蛋白質　22.4g】 　【脂質　17.1g】 　【食塩相当量　2g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　668kcal】 　【蛋白質　25.8g】

　【脂質　22.5g】 　【食塩相当量　2.6g】
●こくとうパン　　▲オリーブゆ　にんにく　ぶたにく　だいず　たまねぎ　にんじん　赤ワイン　トマトかん　トマトピューレー　ケチャップ　豚鶏スー
プ　中濃ソース　しょうゆ　塩　こしょう　ハヤシルウ　マカロニ　なす　トマト　チーズ　パセリ　　■じゃがいも　ブロッコリー　きゅうり　コーン　たま
ねぎ　オリーブゆ　酢　塩　こしょう　さとう　　◆みかんかん　パインかん　ももかん　りんごかん　こんにゃくゼリー　カルピス　　▼ぎゅうにゅう

●こめ　むぎ　　▲さば　ながねぎ　しょうが　あかみそ　さんおんとう　みりん　酒　しょうゆ　　■ごまあぶら　ごぼう　にんじん　くきわかめ　　こ
んにゃく　さつまあげ　酒　みりん　さんおんとう　しょうゆ　えだまめ　いりごま　とうがらし　　◆とうふ　にんじん　こまつな　ながねぎ　ほししいた
け　かまぼこ　★たまご　酒　みりん　薄口しょうゆ　塩　かつおぶし　でんぷん　　▼なし　　○ぎゅうにゅう

●くりとさつまいものごはん　▲さばのしおやき　■きっかあえ　◆ぐだくさんとんじる　▼なし　○
ぎゅうにゅう

●ポークカレーライス　▲アーモンドサラダ　■グレープフルーツ　◆ぎゅうにゅう

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　662kcal】 　【蛋白質　27g】 　【脂質　20.6g】 　【食塩相当量　2.1g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　617kcal】 　【蛋白質　24.2g】

　【脂質　16.8g】 　【食塩相当量　1.7g】
●こめ　こんぶ　酒　薄口しょうゆ　みりん　さつまいも　くり　いりごま　　▲さば　酒　いりごま　　■きくのり　こまつな　キャベツ　りょくとうもやし
しょうゆ　みりん　さんおんとう　酢　　◆ごまあぶら　ぶたにく　ごぼう　だいこん　にんじん　こんにゃく　とうふ　あぶらあげ　ぶなしめじ　さといも
こまつな　ながねぎ　あかみそ　しろみそ　かつおぶし　　▼なし　　○ぎゅうにゅう

●こめ　サラダあぶら　にんにく　しょうが　ぶたにく　赤ワイン　じゃがいも　たまねぎ　にんじん　トマトかん　りんごペースト　あさり　白ワイン
レンズまめ　ひよこまめ　こむぎこ　バター　カレーこ　ガラムマサラ　ロイヤルマサラ　スキムミルク　チーズ　チャツネ　ウスターソース　しょうゆ
塩　こしょう　豚鶏スープ　　▲コーン　ブロッコリー　キャベツ　きゅうり　酢　サラダあぶら　さとう　塩　こしょう　アーモンド　　■グレープフルーツ
◆ぎゅうにゅう

●ぶたみそどん　▲わふうサラダ　■ココアアーモンド　◆オレンジ　▼ぎゅうにゅう ●ごもくうどん　▲ししゃもフライ　■あおなとこんにゃくのごまあえ　◆きなこおはぎ　▼みかん　○
ぎゅうにゅう

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　610kcal】 　【蛋白質　25.9g】 　【脂質　26.4g】 　【食塩相当量　1.7g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　608kcal】 　【蛋白質　22.8g】

　【脂質　17.8g】 　【食塩相当量　2.3g】
●こめ　むぎ　ぶたにく　たまねぎ　にんじん　キャベツ　たけのこ　ヤングコーン　きくらげ　きピーマン　あかピーマン　ピーマン　サラダあぶら
しょうが　にんにく　しょうゆ　酒　さんおんとう　みりん　まめみそ　あかみそ　でんぷん　　▲コーン　だいこん　キャベツ　きゅうり　にんじん　た
まねぎ　しょうゆ　酢　さとう　塩　ごまあぶら　いりごま　ちりめんじゃこ　　■アーモンド　さとう　きなこ　ココア　　◆オレンジ　　▼ぎゅうにゅう

●うどん　ごぼう　とりにく　にんじん　だいこん　ほししいたけ　ぶなしめじ　かまぼこ　あぶらあげ　ながねぎ　こまつな　しょうゆ　塩　みりん　酒
かつおぶし　　▲ししゃもフライ　あぶら　　■こまつな　キャベツ　にんじん　しょうゆ　さとう　しろみそ　いりごま　すりごま　こんにゃく　みりん
◆もちごめ　こめ　きなこ　きびざとう　塩　　▼みかん　　○ぎゅうにゅう

●てづくりフォカッチャ　▲ポークシチュー　■ツナとコーンのサラダ　　◆はちみつレモンゼリー
▼ぎゅうにゅう

●ごはん　★▲あつやきたまご　■なまあげとカシューナッツのあまずがらめ　★◆ちゅうかコーン
スープ　▼パインアップル　○ぎゅうにゅう

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　651kcal】 　【蛋白質　25.3g】 　【脂質　24.4g】 　【食塩相当量　1.6g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　602kcal】 　【蛋白質　24.5g】

　【脂質　27.4g】 　【食塩相当量　2.1g】
●さとう　イースト　こむぎこ　こめこ　こむぎこ　スキムミルク　塩　オリーブゆ　　▲サラダあぶら　にんにく　しょうが　ぶたにく　赤ワイン　たまね
ぎ　にんじん　じゃがいも　ひよこまめ　あさり　白ワイン　トマトかん　マッシュルーム　ケチャップ　豚鶏スープ　デミグラスソース　中濃ソース
ウスターソース　しょうゆ　バター　こむぎこ　塩　こしょう　グリンピース　なまクリーム　　■ツナフレーク　コーン　エリンギ　わかめ　キャベツ
きゅうり　ブロッコリー　しょうゆ　酢　サラダあぶら　さとう　塩　ごまあぶら　いりごま　　◆レモンゼリー　　▼ぎゅうにゅう

●こめ　　★▲たまごやき　　■なまあげ　こむぎこ　あぶら　さとう　しょうゆ　酢　レモンかじゅう　いりごま　カシューナッツ　ピーマン　　◆とりに
く　たまねぎ　ぶなしめじ　きくらげ　あさり　酒　チンゲンサイ　コーン　クリームコーン　★たまご　みりん　でんぷん　豚鶏スープ　塩　しょうゆ
ごまあぶら　　▼パイン　　○ぎゅうにゅう

●ごはん　▲あじのユーリンチーソースかけ　■ナムル　◆みそしる　▼オレンジ　○ぎゅうにゅう ●にしょくトースト　▲さけフライ　■あまなつサラダ　◆コンソメスープ　▼オレンジ　○ぎゅうにゅう

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　661kcal】 　【蛋白質　24.9g】 　【脂質　24.6g】 　【食塩相当量　2.3g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　682kcal】 　【蛋白質　27.6g】

　【脂質　24.8g】 　【食塩相当量　2.5g】
●こめ　むぎ　　▲あじ　でんぷん　こめこ　あぶら　ながねぎ　しょうが　にんにく　しょうゆ　酢　さんおんとう　ごまあぶら　　■ほうれんそう　くき
わかめ　　ブロッコリー　りょくとうもやし　しょうゆ　さとう　ごまあぶら　いりごま　　◆とうふ　じゃがいも　えのきたけ　あぶらあげ　こまつな　なが
ねぎ　しろみそ　あかみそ　かつおぶし　　▼オレンジ　　○ぎゅうにゅう

●ソフトフランス　ガーリックスプレッド　パセリ　マーガリン　グラニューとう　　▲さけ　酒　こしょう　こめこ　パンこ　パンこ　あぶら　中濃ソース
■キャベツ　たまねぎ　きゅうり　なつみかんかん　パセリ　サラダあぶら　酢　塩　こしょう　さとう　　◆サラダあぶら　にんにく　ベーコン　にんじ
ん　たまねぎ　りょくとうもやし　ぶなしめじ　キャベツ　コーン　酒　みりん　しょうゆ　塩　こしょう　豚鶏スープ　　▼オレンジ　　○ぎゅうにゅう

●チキンドリア　▲コーンサラダ　　■わかめスープ　◆オレンジ　▼ぎゅうにゅう ●ごはん　▲ピーマンこんぶ　■とうふのちゅうかに　◆きりぼしだいこんのサラダ　▼りんごたっ
ぷりゼリー　　○ぎゅうにゅう

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　587kcal】 　【蛋白質　25.3g】 　【脂質　18.2g】 　【食塩相当量　2.5g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　576kcal】 　【蛋白質　24.4g】

　【脂質　17.9g】 　【食塩相当量　2g】
●こめ　塩　カレーこ　バター　こむぎこ　サラダあぶら　ぎゅうにゅう　とうにゅう　ベーコン　とりにく　たまねぎ　にんじん　マッシュルーム　あさり
白ワイン　こしょう　なまクリーム　豚鶏スープ　チーズ　パセリ　　▲コーン　キャベツ　きゅうり　にんじん　ブロッコリー　サラダあぶら　酢　さとう
塩　こしょう　　■わかめ　かまぼこ　とうふ　えのきたけ　ながねぎ　きくらげ　チンゲンサイ　しょうゆ　酒　塩　こしょう　豚鶏スープ　　◆オレンジ
▼ぎゅうにゅう

●こめ　むぎ　　▲ピーマン　しおこんぶ　いりごま　ごまあぶら　　■とうふ　サラダあぶら　ぶたにく　しょうが　にんにく　たけのこ　たまねぎ　に
んじん　はくさい　きくらげ　チンゲンサイ　ながねぎ　さんおんとう　しょうゆ　酒　塩　こしょう　オイスターソース　豚鶏スープ　ごまあぶら　でん
ぷん　　◆きりぼしだいこん　きゅうり　にんじん　しょうゆ　さとう　ごまあぶら　酢　いりごま　ちくわ　　▼クールゼリー　りんごジュース　りんごか
ん　　○ぎゅうにゅう

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　611kcal】 　【蛋白質　24.2g】 　【脂質　24.1g】 　【食塩相当量　2.5g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　616kcal】 　【蛋白質　23.3g】

氏名

＊食物アレルギーの原因食品について、ご家庭で確認をお願いいたします。
＊確認した後、記名・押印し、１部を担任までご提出ください。
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保護者確認 印

給 食 予 定 料 理 別 献 立 表 提出期限：〇月〇日(〇)
対象アレルギー：りんご さくらんぼ 　 梨  洋梨　あんず 柿  桃　 

令和〇年度　〇月〇日(〇)　～　〇月〇日(〇) 出席番号 〇〇　〇〇
マークで料理を表示し料理別に材料を記載してあります。 アレルギーが含まれる食品には★マークをつけています。

●わかめごはん　▲鶏肉から揚げ　■きゃべつと小松菜のおかか和え　◆味噌汁（大根・油揚）
▼豆乳プリン　○牛乳

●月見うどん　▲大学いも　■にんじんしりしり　◆ぶどうゼリー　▼牛乳

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　887kcal】 　【蛋白質　32.8g】 　【脂質　31.5g】 　【食塩相当量　3.1g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　721kcal】 　【蛋白質　25.3g】 　【脂質　25.6g】 　【食塩相当量　2.7g】
●米　麦　わかめ　煎りごま　　▲とり肉　しょうが　にんにく　しょうゆ　酒　みりん　でんぷん　小麦粉　油　　■キャベツ　こまつな　かつおぶし　薄

口しょうゆ　みりん　三温糖　　◆だいこん　油揚げ　赤みそ　白みそ　かつお・さばぶし　　▼豆乳プリン　　○牛乳

●うどん　とり肉　にんじん　ながねぎ　こまつな　油揚げ　しょうゆ　酒　みりん　塩　かつお・さばぶし　卵　　▲さつまいも　油　砂糖　水あめ　みり

ん　しょうゆ　煎りごま　　■にんじん　卵焼き　ながねぎ　サラダ油　かつおぶし　酒　砂糖　しょうゆ　　◆ぶどうゼリー　　▼牛乳

●スパゲッティナポリタン　▲揚げワンタンサラダ　■コーンポタージュ　◆バナナ　▼牛乳 ●あさりごはん　▲わかさぎフリッター　■ジャーマンポテト　◆ごぼうの赤だし汁　★▼梨　○牛乳

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　746kcal】 　【蛋白質　27.9g】 　【脂質　29g】 　【食塩相当量　3.1g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　772kcal】 　【蛋白質　26.9g】

　【脂質　29.2g】 　【食塩相当量　3.1g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　789kcal】 　【蛋白質　33.4g】

　【脂質　26.6g】 　【食塩相当量　2.8g】
●スパゲッティ　ハム　マッシュルーム　たまねぎ　にんじん　ピーマン　にんにく　ケチャップ　トマトピューレー　トマトソース　チーズ　バター　こしょ

う　塩　白ワイン　サラダ油　　▲ワンタンの皮　油　こまつな　にんじん　キャベツ　コーン　たまねぎ　しょうゆ　砂糖　酢　サラダ油　　■たまねぎ　ク

リームコーン　ベーコン　パセリ　塩　こしょう　サラダ油　バター　小麦粉　牛乳　スキムミルク　ローリエ　豚鶏スープ　　◆バナナ　　▼牛乳

●米　三温糖　しょうゆ　麦　こんぶ　酒　薄口しょうゆ　あさり　油揚げ　にんじん　塩　みりん　さやいんげん　　▲わかさぎフリッター　油　ケチャッ

プ　ウスターソース　　■ベーコン　じゃがいも　コーン　マッシュルーム　ほうれんそう　塩　こしょう　バター　サラダ油　　◆ごぼう　にんじん　だいこ

ん　ながねぎ　油揚げ　こんにゃく　赤みそ　豆みそ　かつお・さばぶし　　★▼なし　　○牛乳

●ごはん　▲さばの生姜煮　■野菜のアーモンド和え　◆味噌汁（豆腐・わかめ・あげ）　★▼梨
○牛乳

●ごはん　▲ホイコーロー　■小松菜のごま和え　◆豆腐のとろみスープ　▼オレンジ　○牛乳

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　760kcal】 　【蛋白質　31.7g】

　【脂質　24.8g】 　【食塩相当量　2.8g】
●米　麦　　▲さば　しょうゆ　三温糖　みりん　オレンジピューレ　酒　ながねぎ　しょうが　かつお・さばぶし　　■こまつな　キャベツ　にんじん　しょ

うゆ　みりん　アーモンド　　◆豆腐　ながねぎ　わかめ　白みそ　赤みそ　かつお・さばぶし　　★▼なし　　○牛乳

●米　麦　　▲豚肉　キャベツ　もやし　ながねぎ　ピーマン　にんじん　ごま油　豆板醤　しょうが　にんにく　赤みそ　豆みそ　甜麺醤　酒　三温糖

塩　でんぷん　　■こまつな　にんじん　もやし　すりごま　しょうゆ　みりん　　◆豆腐　たけのこ　にんじん　きくらげ　卵　こまつな　塩　こしょう　薄口

しょうゆ　酒　でんぷん　しょうが　豚鶏スープ　　▼オレンジ　　○牛乳

●ごはん　▲いりどり　■小松菜とベーコンのソテー　◆かき玉汁　▼オレンジ　○牛乳 ●ごはん　▲肉豆腐　■きゃべつと小松菜のおかか和え　◆味噌汁（えのき・ねぎ・若布）　▼バナ
ナ　○牛乳

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　803kcal】 　【蛋白質　30g】

　【脂質　20.6g】 　【食塩相当量　2.6g】
●米　麦　　▲とり肉　生揚げ　さといも　にんじん　ごぼう　たけのこ　しいたけ　こんにゃく　さやいんげん　サラダ油　塩　しょうゆ　三温糖　みりん

酒　かつお・さばぶし　　■こまつな　ベーコン　サラダ油　こしょう　塩　　◆卵　にんじん　ながねぎ　薄口しょうゆ　塩　かつお・さばぶし　でんぷん

こまつな　　▼オレンジ　　○牛乳

●米　麦　　▲豚肉　豆腐　にんじん　たまねぎ　こんにゃく　しいたけ　しょうが　サラダ油　塩　しょうゆ　三温糖　みりん　酒　かつお・さばぶし　さや

いんげん　　■キャベツ　こまつな　かつおぶし　薄口しょうゆ　みりん　三温糖　　◆えのきたけ　ながねぎ　わかめ　白みそ　赤みそ　かつお・さば

ぶし　　▼バナナ　　○牛乳

●親子丼　▲ピリ辛和え　■味噌汁（じゃがいも・わかめ）　◆冷凍パイン　▼牛乳 ●ごはん　▲じゃがいものそぼろ煮　■ポップビーンズ（青のり）　◆味噌汁（小松菜・油揚）　▼オ
レンジ　○牛乳

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　780kcal】 　【蛋白質　32.6g】 　【脂質　24.5g】 　【食塩相当量　2.1g】

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　762kcal】 　【蛋白質　33.5g】 　【脂質　18.4g】 　【食塩相当量　3.1g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　774kcal】 　【蛋白質　29.9g】

　【脂質　29.9g】 　【食塩相当量　2.3g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　730kcal】 　【蛋白質　36.1g】

　【脂質　20.5g】 　【食塩相当量　2.3g】
●米　麦　とり肉　にんじん　たまねぎ　なると　こまつな　卵　しょうゆ　三温糖　酒　塩　みりん　かつお・さばぶし　　▲こまつな　もやし　すりごま

豆板醤　砂糖　しょうゆ　酒　ごま油　　■じゃがいも　わかめ　ながねぎ　赤みそ　白みそ　かつお・さばぶし　　◆パイン　　▼牛乳

●米　麦　　▲じゃがいも　とり肉　大豆　しょうが　たまねぎ　にんじん　こんにゃく　しょうゆ　塩　三温糖　みりん　酒　でんぷん　かつお・さばぶし

さやいんげん　　■大豆　でんぷん　油　塩　あおのり　　◆こまつな　油揚げ　赤みそ　白みそ　かつお・さばぶし　　▼オレンジ　　○牛乳

●きな粉揚げパン　▲ポトフ　■切り干し大根サラダ　◆干しワンタンスープ　▼牛乳 ●テーブルロールパン　★▲白身魚のマヨネーズ焼き　■揚げワンタンサラダ　◆春雨スープ　★
▼冷凍りんご　○牛乳

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　786kcal】 　【蛋白質　31.3g】

　【脂質　29.9g】 　【食塩相当量　3.6g】
●ツイストパン　油　砂糖　きな粉　塩　　▲じゃがいも　にんじん　キャベツ　たまねぎ　にんにく　パセリ　豚肉　ベーコン　塩　こしょう　豚鶏スープ

■切干大根　こまつな　きゅうり　にんじん　サラダ油　ごま油　塩　こしょう　酢　砂糖　煎りごま　　◆ウエーブワンタン　しょうが　豚肉　にんじん　な

がねぎ　もやし　チンゲンサイ　しょうゆ　酒　塩　こしょう　豚鶏スープ　ごま油　　▼牛乳

●テーブルロール　　▲まだら　こしょう　白ワイン　たまねぎ　こまつな　★マヨネーズ　塩　チーズ　　■ワンタンの皮　油　こまつな　にんじん　キャ

ベツ　コーン　たまねぎ　砂糖　酢　サラダ油　塩　こしょう　　◆ベーコン　はるさめ　たけのこ　えのきたけ　こまつな　ながねぎ　あさり　塩　こしょう

薄口しょうゆ　豚鶏スープ　　★▼りんご　　○牛乳

●ごはん　▲さわらの西京焼き　■ポップビーンズ（青のり）　◆すまし汁（小松菜・なると・ねぎ・わ
かめ）　★▼梨　○牛乳

●ごはん　▲厚揚げの中華煮　■ピリ辛和え　◆中華風コーンスープ　▼バナナ　○牛乳

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　725kcal】 　【蛋白質　30.6g】

　【脂質　23.4g】 　【食塩相当量　1.9g】
●米　麦　　▲さわら　　西京みそ　しょうゆ　みりん　三温糖　酒　　■大豆　でんぷん　油　塩　あおのり　　◆こまつな　なると　ながねぎ　薄口しょ

うゆ　塩　かつお・さばぶし　　★▼なし　　○牛乳

●米　麦　　▲生揚げ　豚肉　にんじん　たまねぎ　はくさい　たけのこ　きくらげ　さやいんげん　しょうが　サラダ油　しょうゆ　三温糖　塩　こしょう

酒　でんぷん　ごま油　豚鶏スープ　　■こまつな　もやし　すりごま　豆板醤　砂糖　しょうゆ　酒　ごま油　　◆たまねぎ　コーン　クリームコーン　で

んぷん　卵　塩　こしょう　薄口しょうゆ　豚鶏スープ　こまつな　　▼バナナ　　○牛乳

●ごはん　▲すき焼き煮　■小松菜ののり和え　◆味噌汁（大根・油揚）　▼バナナ　○牛乳 ●ポークカレー　▲切り干し大根サラダ　■わかめスープ　★◆梨　▼牛乳

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　710kcal】 　【蛋白質　31.8g】 　【脂質　19.2g】 　【食塩相当量　1.6g】

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　716kcal】 　【蛋白質　31.6g】 　【脂質　17.6g】 　【食塩相当量　2.4g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　815kcal】 　【蛋白質　29.8g】

　【脂質　25.5g】 　【食塩相当量　3.5g】 　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　853kcal】 　【蛋白質　36.6g】

　【脂質　21.5g】 　【食塩相当量　3.8g】
●米　麦　　▲豚肉　焼き豆腐　しらたき　はくさい　ふ　にんじん　ながねぎ　えのきたけ　しいたけ　しゅんぎく　塩　酒　みりん　しょうゆ　三温糖

■こまつな　もやし　にんじん　のり　しょうゆ　みりん　　◆だいこん　油揚げ　赤みそ　白みそ　かつお・さばぶし　　▼バナナ　　○牛乳

●米　麦　豚肉　にんにく　しょうが　赤ワイン　サラダ油　こしょう　じゃがいも　たまねぎ　にんじん　バター　カレールウ　カレー粉　ウスターソース

チーズ　豚鶏スープ　マサラマイルド　ガラムマサラ　塩　　▲切干大根　こまつな　きゅうり　にんじん　サラダ油　ごま油　塩　こしょう　酢　砂糖　煎

りごま　　■豆腐　わかめ　ながねぎ　こまつな　煎りごま　しょうゆ　塩　こしょう　ごま油　豚鶏スープ　　★◆なし　　▼牛乳

●ごはん　▲鶏肉のごま焼き　■茎わかめのきんぴら　◆呉汁　▼オレンジ　○牛乳 ●ごはん　▲アジフライ　■ごほうとアーモンドの炒めもの　◆呉汁　▼オレンジ　○牛乳

　【脂質　24.1g】 　【食塩相当量　2.8g】
●米　麦　　▲とり肉　しょうゆ　三温糖　みりん　酒　煎りごま　　■豚肉　くきわかめ　　こんにゃく　ごぼう　にんじん　サラダ油　ごま油　しょうゆ　三

温糖　酒　みりん　煎りごま　　◆大豆　ごぼう　だいこん　にんじん　ながねぎ　豆腐　油揚げ　こんにゃく　赤みそ　白みそ　かつお・さばぶし　　▼

オレンジ　　○牛乳

●米　麦　　▲あじ　塩　こしょう　酒　小麦粉　卵　パン粉　油　ウスターソース　中濃ソース　　■ごぼう　にんじん　アーモンド　煎りごま　サラダ油

みりん　しょうゆ　三温糖　とうがらし　　◆大豆　ごぼう　だいこん　にんじん　さといも　ながねぎ　豆腐　油揚げ　こんにゃく　赤みそ　白みそ　かつ

お・さばぶし　　▼オレンジ　　○牛乳

　【ｴﾈﾙｷﾞｰ　767kcal】 　【蛋白質　33.6g】

氏名

＊食物アレルギーの原因食品について、ご家庭で確認をお願いいたします。
＊確認した後、記名・押印し、１部を担任までご提出ください。
＊弁当持参する日は、「弁当」に〇をしてください。

様式１１



 

給食用アレルギー表示カード  №1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付： ○月  ○日 
○年 ○組  ○○ ○○○さん 
 
献立・料理名： 
  アーモンド和え        
             
対応：  
   食べられません       
 

日付： ○月  ○日 
○年 ○組  ○○ ○○○さん 
 
原因食物： 
     小麦・卵        
対応：  
    お弁当持参        
 

様式 １２ 



 

給食用アレルギー表示カード  №2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付： ○月  ○日 
○年 ○組  ○○ ○○○さん 
 
献立・料理名： 
バナナ・キウイフルーツ・りんご                
パインアップル             
対応：  
    食べられません        

○年 ○組  ○○ ○○○さん 
 
献立・料理名： 
      牛 乳        
対応：  
      飲めません      



令和〇年度

えび・かに 乳・桃 ほたて 鶏卵

1-1
○○

5-1
○○

6-1
○○

6-2
○○

3 月

4 火

5 水 弁当

6 木

かき玉汁
×

7 金 弁当

10 月

11 火 弁当

12 水

13 木 弁当

14 金

パエリア
× 弁当

17 月

18 火

19 水

ふきよせごはん　さばのなんぶやき
からしあえ　みそしる　ぎゅうにゅう

アップルトースト
ツナとトマトのスパゲッティ
じゃことほうれんそうのサラダ
みかん　ぎゅうにゅう

日
曜
日

こんだて名

ごはん　ごもくつくね
もやしとかぶのはのごまずあえ
さつまじる　パインアップル　ぎゅうにゅう

みそにこみうどん
ししゃもフライ　さつまいものてんぷら
ごまあえ　おしるこ　ぎゅうにゅう

きなこあげパン　ようふうおでん
ひたしあおまめ　りんご　ぎゅうにゅう

さんまごはん　きりぼしだいこんのにもの
ぐだくさんみそしる　オレンジ　ぎゅうにゅ
う

カレーライス　かいそうサラダ
りんご　ぎゅうにゅう

ごはん　なまあげのごまだれがけ
はるさめのピリカラいため
かきたまじる　ぎゅうにゅう

みそやきおにぎり　カレーうどん
わかさぎのフリッター　ハリハリづけ
みかん　ぎゅうにゅう

ツナとチーズのホイルサンド
コーンサラダ　ポークビーンズ
みかん　ぎゅうにゅう

ガーリックライス　ローストチキン
フレンチサラダ　きのこのスープ
クリスマスデザート　ぎゅうにゅう

パエリア　シチューのパイづつみ
アーモンドサラダ　キウイフルーツ
ぎゅうにゅう

ごはん　さんまのオイスターソースがけ
くきわかめのきんぴら　うちゅうかぼちゃ
のすいとん　オレンジ　ぎゅうにゅう

様式１３



 

記入年月日：    年  月  日 

（宛先） 

松戸市立       学校長 

 

    食物アレルギー面談辞退届 

 

                  年  組 児童生徒名           

 

                保護者署名                

 

 

 食物アレルギーがありますが、以下の食材については、学校給食での配慮を必

要としないとの医師の判断があるため、別途「学校生活管理指導表」提出の上、  

食物アレルギー面談の辞退を希望します。 

 

※入学時または転入時に一度は面談を実施いたします。 

※チェックをお願いいたします。（こちらに○がつかない場合は面談が必要です） 

 食物アレルギー：「生卵」 

給食の食材として使用されないことから配慮は必要ありません 

 

 食物アレルギー：「いくら」 

給食の食材として使用されないことから配慮は必要ありません 

 

 食物アレルギー：「そば」 

給食の食材として使用されないが、うどんなどの製造ラインとそばの

製造が同じでも、配慮は必要ありません 

 食物アレルギー：「落花生」 

給食の食材として使用されないが、微量混入も含め、配慮の必要あり

ません 

 食物アレルギー：「くるみ」 

給食の食材として使用されないが、微量混入も含め、配慮の必要あり

ません 

 

様式 １４ 



 

 

  年  月  日 

保護者様 

                        松戸市立     学校 

 

                        校長          

 

 

除去解除について 

 

 日頃より本校の教育活動にご理解ご協力いただきありがとうございます。 

お申し出がありました「食物アレルギーの解除」につきましては、病院を受

診し、学校生活管理指導表において原因食品が「管理不要」「摂取の制限な

し」等学校生活での配慮が必要ないことを確認の上、別紙「除去解除申請書」

にご記入いただき、担任へ提出をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式１５-１ 



 

          記入年月日：    年  月  日 

 

除去解除申請書 

             

（宛先） 

松戸市立       学校長 

 

  年   組  児童生徒名            

          

保護者名                    

  

 

学校生活管理指導表により除去していた 

（食品名：              ）について、 

医師の指導の下、学校生活において管理不要となりましたので、

学校給食における除去解除をお願いします。 

 

 

様式１５-２ 

 



※
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
を
エ
ピ
ペ
ン

Ⓡ
 と
表
記

 
 

 
             ＊

緊
急
性
が
低
い
と
判
断
し
た
場
合
は
保
健
室
で
安
静
に
し
、
担
任
が
保
護
者
へ
連
絡
す
る

 

  

 ○
 救

急
車
を
要
請
（

1
1
9
番
通
報
）

 

○
 た

だ
ち
に
エ
ピ
ペ
ン

Ⓡ
を
使
用
 

そ
 

○
 反

応
が
な
く
、呼

吸
が
な
け
れ
ば
心
肺
蘇
生
を
行
う
 ➡

 Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

 

○
 そ

の
場
で
安
静
に
す
る

 
立
た
せ
た
り
、歩

か
せ
た
り
し
な
い
！

 

○
 そ

の
場
で
救
急
隊
を
待
つ

 

緊
急
時
対
応
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
 

ぐ
っ
た
り
、
意
識
も
う
ろ
う
の
場
合

 
吐
き
気
、
お
う
吐
が
あ
る
場
合

 
呼
吸
が
苦
し
く
あ
お
向
け
に
な
れ
な
い
場
合

 

 エ ピ ペ ン の 使 い 方
 

記
 
録

 

□
 観

察
の
開
始
時
間

 

□
 エ

ピ
ペ
ン

Ⓡ
 を
使
用
し
た
時
間

 

□
 ５

分
ご
と
の
症
状

 

□
 内

服
薬
を
飲
ん
だ
時
間

 

連
 
絡

 
準

 
備

 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切

 

＜
緊
急
性
が
高
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
＞

 

呼
吸
器
の
症
状

 
消
化
器
の
症
状
 

□
 の

ど
や
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る

 
□

 我
慢
で
き
な
い
腹
痛

 

□
 声

が
か
す
れ
る

 
□

 繰
り
返
し
吐
き
続
け
る

 

□
 犬

が
吠
え
る
よ
う
な
せ
き

 

□
 息

が
し
に
く
い

 

□
 持

続
す
る
強
い
せ
き
込
み

 

□
 ゼ

ー
ゼ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
す
る
呼
吸

 

（
ぜ
ん
息
発
作
と
区
別
で
き
な
い
場
合
を
含
む
）

 

全
身
の
症
状
 

□
 ぐ

っ
た
り

 

□
 意

識
も
う
ろ
う

 

□
 尿

や
便
を
漏
ら
す

 

□
 脈

が
触
れ
に
く
い

 

□
 唇

や
爪
が
青
白
い

 

緊
急
性
が
高
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
あ
る
か
、
５
分
以
内
に
判
断

 

そ
 

こ
れ
ら
の
症
状
が

 

一
つ
で
も
あ
れ
ば

 

安 静 を 保 つ 体 位  

□
 緊

急
時
の
対
応
準
備

 

□
 エ
ピ
ペ
ン

Ⓡ
 の
準
備

 

□
 Ａ
Ｅ
Ｄ
の
準
備

 

□
 救

急
車
の
要
請

 

□
 管

理
職
を
呼
ぶ

 

□
 保

護
者
へ
の

 

 
 連

絡
 

異
変
に
気
づ
く
 

発
見
者
 

・
大
声
で
応
援
を
呼
ぶ

 

・
子
ど
も
か
ら
離
れ
ず
観
察
す
る

 

・
緊
急
性
は
な
い
か
判
断

 

・
エ
ピ
ペ
ン
Ⓡ
 
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
準
備

 

原
因
物
質
が
皮
膚
に
つ
い
た

 

目
の
症
状
（
か
ゆ
み
・
充
血
・
む
く
み
）

み
）

 

③
青
い
安
全
キ
ャ
ッ
プ
を
外
す

 

原
因
物
質
を
口
に
入
れ
た

 

・
・
・

 

・
・
・

 

・
・
・

 ②
利
き
手
で
グ
ー
で
握
る

 

洗
い
流
す
（
触
っ
た
手
で
目
を
こ
す
ら
な
い
）

 

呼
び
か
け
に
反
応
が
な
く
呼
吸
が
な
い
 

①
ケ
ー
ス
か
ら
取
り
出
す

 

洗
眼
す
る
（
あ
れ
ば
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
点
眼
）

 

吐
き
出
さ
せ
て
口
を
ゆ
す
ぐ

 

そ
の
他

 

□
 他
の
子
ど
も
へ
の
対
応

 

□
 救

急
車
の
誘
導

 

④
太
も
も
の
外
側
に
注
射
「
カ
チ
ッ
」
と
音
が
す
る
ま
で

 

押
し
当
て
、
五
つ
数
え
る

 

本
人
が
注
射
で
き
な
い
場
合

 

衣
類
の
上
か
ら
も

 

打
つ
こ
と
が
で
き
る

 

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
身
を
確
認

 

⑤
オ
レ
ン
ジ
色
の
ニ
ー
ド
ル
カ
バ
ー
が

 

の
び
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

 

使
用
前

 
使
用
後

 

資
料

 １
 



 
 
 
 
 ■自分がどの分担になっても慌てないよう、事前にシミュレーション研修を行う。 

養護教諭不在時対応も共通理解しておく。 

 ■食物アレルギー対応マニュアル、個別支援カード、エピペンⓇ、内服薬、ＡＥＤの保管場所を確認しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都：「食物アレルギー緊急時対応マニュアル」一部改変 

緊急時の役割分担 

□ 現場に駆けつけ 

リーダーとなる 

□ 役割の確認、状況に 

応じた指示 

□ 救急車を要請する 

 （１１９番通報） 

□ 管理者を呼ぶ 

□ 保護者へ連絡 

□ さらに人を呼ぶ（放送） 

職員Ｂ「連絡」 管理職「リーダー」 

□ 食物アレルギー対応マニュアル 

個別支援カードを持ってくる 

□ エピペンⓇの準備 

□ ＡＥＤの準備 

□ 内服薬の準備 

□ エピペンⓇの使用または介助 

□ 心肺蘇生やＡＥＤの使用 

□ 応急処置 

□ 可能であれば保健室へ搬送 

□ 症状の観察（職員Ｃと一緒に記録） 

 「緊急時対応経過記録表」に記録し、 

  救急搬送時には救急隊に渡す 

□ 必要であれば学校医へ連絡する 

□ エピペンⓇの使用または介助 

□ 薬の内服介助 

□ 心肺蘇生やＡＥＤの使用 

職員Ａ「準備」 

□ 児童生徒から離れずに観察 

  安静を保つ体位、意識・呼吸・脈拍・顔色など 

□ 大声で助けを呼び、人を集める（または呼びに行かせる） 

□ 駆け付けた教員・職員Ａ・Ｂに「準備」「連絡」を依頼 

□ 管理者が到着するまでリーダー代行となる 

□ エピペンⓇの使用または介助 

□ 薬の内服介助 

□ 心肺蘇生やＡＥＤの使用 

発見者「観察」 養護教諭「応急処置」 

□「緊急時対応経過記録表」に 

  必要事項を記録する 

□ 変化がない場合でも、５分ごと 

に継続して症状を記録する 

□救急搬送時には救急隊に渡す 

職員Ｃ「記録」 

□ 他の児童生徒の対応 

□ 救急車の誘導 

□ エピペンⓇの使用または介助 

□ 心肺蘇生やＡＥＤの使用 

職員Ｄ「その他」 

栄養士「準備」 

□ 給食予定料理別献立表 

□ アレルギー児童用献立表

の準備 

□ 当日の給食の原材料や 

   調理状況の確認 

資料 ２ 



 
 
 
 
 ■ あわてず、ゆっくり、正確に         ■ 携帯電話の場合は、その旨も伝える 

 

１１９番 
「救急です」 

「食物アレルギーによるアナフィラキシー患者の搬送依頼です。 

住所 学校名・・・・ 

住所・・・・・ 

電話番号・・・ 

いつ   △ 時 △ 分（食後 △ 分後） 

だれが  △ 歳（男子・女子）児童・生徒 

どうしたか  △△△ を摂取（原因食物がはっきりしている場合） 

どのような状態であるか  アナフィラキシーの状態 

使用の有無  エピペンⓇ使用の有無と時刻 

通報者氏名  △△ 学校 △△ です。 

 

■ 職員Ｂ・・・・救急車到着前に、児童生徒が通院中、あるいは緊急時搬送先医療機関に 

         救急車受入れの可否を確認 

 

■ 管理職・・・職員を配置 

■ 養護教諭・・到着まで応急処置・心肺蘇生  

到着したら児童生徒の状態や応急処置について説明 

■ 栄養士・・・給食予定料理別献立表を準備し、当日の給食の原材料や調理状況の確認 

■ 職員Ｄ・・・救急車の誘導・救急隊員を現場へ誘導 

■ 職員Ｃ・・・緊急時対応経過記録表をコピーして救急隊員に渡す 

■ 学級担任・・搬送先が決まったら、保護者に連絡 

 

■ 発症からの事情がわかる職員が、救急車に同乗して、医療機関への受診に付き添う 

  持ち物：「緊急時対応経過記録表」「学校生活管理指導表」「詳細な献立表」「調理指示書」 

      現金・携帯電話・学校の電話番号など・搬送者の靴 

 

■ 関係職員でアレルギー事故について検証し、対応を見直す 

 

■ 学務課学校保健安全担当室に一報入れた後、様式９にて報告 

  様式９「アレルギー事故等発生報告書」を作成して提出 

 

■日本スポーツ振興センターの申請 

救急車の要請 と 要請後の動き 

資料 ３ 



 
 
 
■ 救急隊に引き継ぐまで、または患者に普段通りの呼吸や目的のある仕草が認められるまで 

   心肺蘇生を継続する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０秒以内に 胸と おなかの動きを見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 反応の確認 

肩をやさしくたたきながら 大声で呼びかける 

反応がない 

判断に迷う １１９番 通報 とＡＥＤの手配を頼む 

強く・速く・絶え間ない 胸骨圧迫を！ 

人工呼吸が可能なら 胸骨圧迫３０回：人工呼吸２回をくりかえす 

電源ボタンを押す 

パッドを貼り、ＡＥＤの自動解析に従う 

普段通りの呼吸をしていない 

判断に迷う ＊普段通りの呼吸をしていたら、

観察しながら救急隊を待つ 

はなれてください 

【胸骨圧迫のポイント】 

■強く（胸の厚さの約1/3） 

■速く（少なくとも100回/分） 

■絶え間なく（中断を最小限に） 

■圧迫位置は胸の真ん中 

心肺蘇生法 と ＡＥＤの手順 

【ＡＥＤ装着のポイント】 

■パッドを貼りつける時も、 

できるだけ胸骨圧迫を継続 

■パッドを貼る位置が 

汗などで濡れていたら拭く 

 
松戸市の学校はオートショックAEDです 

② 通報 

③ 呼吸の確認 

④ ただちに胸骨圧迫 
人工呼吸の技術と意思があれば人工呼吸 
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「シナリオＡ」は課題がある対応例、「シナリオＢ」は適切な対応例です。「シナリオＡ」は、対応のどこ

に課題があるのか、どのように対応をしなければならないのかを考える資料として「シナリオＡの課題」

と併せて活用ください。「シナリオＢ」では、適切な対応を確認してください。 

 

【 シナリオＡ 】 

  場面  昼食後、テニス部の部活中に校庭で気分が悪くなった中学１年生A君。 

彼はエピペン○Ｒの保有者で自分のかばんの中にエピペン○Ｒを持っています。今日は学級担任と

栄養士は出張で不在。養護教諭は他の生徒のけがの対応で病院に付き添っています。 

  役割  Ａ 君：食物アレルギー、アナフィラキシーに対してエピペン○ＲE

A対応をするよう「管理指 

導表」に記載されている生徒 

Ｂ先生：テニス部顧問（A君が配慮を要する生徒という認識がない） 

Ｃ先生：隣の部活動の顧問（A君が配慮を要する生徒だと何となく認識している） 

Ｄ 君：体育委員会生徒 

  シナリオ  

  Ａ 君「先生、ちょっと気持ち悪いです。」 

 Ｂ先生「少し休んでいたら？」 

 Ａ 君「おなかが痛くなってきました。ゴホゴホ（咳き込む）」 

 Ｂ先生「トイレに行ってくるか？」 

 Ａ 君（咳き込み、おなかも痛そう）「つらくなってきました。」 

 Ｃ先生「どうかしましたか？」 

Ｂ先生「A君、おなかが痛いそうなんです。トイレに行くように促しているんですが。」 

Ｃ先生「えっ？A君何か病気ありませんでしたっけ？アレルギーのなんとかって言う・・・ 

    注射を打たなきゃならない・・・」 

Ｂ先生「えっ？そうでしたっけ？注射って誰が打つんですか？お医者さんじゃないのにそんなこと 

していいんですか？今日に限ってみんな出張だし、さっきの２年生のけがで保健室も空っ 

ぽです。」 

Ｃ先生「たしか…かばんの中に注射が入れてあると職員会議で言ってたなぁ。A君 かばんはどこ？」 

Ａ 君「更衣室…（つらそうにつぶやく）」 

Ｃ先生「Ｄ君 A君のかばんを更衣室から探して持ってきてくれない？」 

Ｄ 君「よくわからないけど、とりあえず探してみます」 

Ｂ先生「どうしましょう。おなかが苦しそうだし、顔色も悪くなってきたし… 

    とにかく座らせましょう。」 

Ｄ 君「A君のかばんありました！」 

Ｃ先生「Ｄ君ありがとう。かばんの中に確か注射が入っているはずなんだけど…おかしいな。」 

Ｂ先生「注射ってどこに打つんですか？研修会で習ったような気はするんですが…」 

 

校内研修用 シミュレーションシナリオ 

資料 ５ 



【 シナリオＡの課題 】 

 Ｂ先生の対応について  

 

食物アレルギー症状の既往がない児童生徒でも、食後の運動時にアナフィラキシー症状を初めて訴え、 

食物依存性運動誘発アナフィラキシーを発症することがある。 

「おなかが痛くなってきました。ゴホゴホ（咳き込む）」ウィルス感染症で消化器の症状、呼吸器の症状、発熱 

    などが経過の中で重なって起こることはあるが、急に同時に起こることは少ない。 

緊急時の対応について  

 

１．A君が体調不良を訴えた場合「少し休んでいたら？」 

■ A君が食物アレルギー、アナフィラキシーがあり、エピペン○Ｒを処方されていることを 

全職員は常に念頭において対応する必要があります。 

■ 食後に体調不良を訴えていることから、アレルギー、アナフィラキシー症状である可能 

性を念頭において「緊急性が高いアレルギー症状がないか」５分以内に判断する必要が 

あります。 

２．腹痛を訴えているA君に対して「トイレに行ってくるか？」 

■ A君を立たせたり、歩かせたりせず、その場で安静にさせ、目を離さないことが基本。 

 目の届かないところで一人にすると、気が付かないうちに悪化して取り返しがつかない 

ことになりかねません。 

３．顔色が悪くなっているA君に対して「とにかく座らせましょう」 

■ 顔色が悪くなっている場合、血圧が低下している可能性が考えられます。仰向けで足を 

  15～30㎝ 高くして安静にする必要があります。 

１．「注射って誰が打つんですか？お医者さんじゃないのにそんなことしていいんですか」 

■ 学校において緊急の場に居合わせた関係者がエピペン○Ｒを使用できない状況にある本人

の代わりに注射することは医師法違反にはなりません。 

２．「かばんのなかにあると職員会議で言ってたなぁ」 

■ 緊急時にすぐにエピペン○Ｒが使用できるように保管場所を決めておくことが大切です。 

  移動教室や体育、部活動、携帯できない場合の方法を検討し、全職員が理解しておく必 

要があります。本人の持ち物の中に入れておく場合は、全職員が分かるように職員会議 

等で写真を提示する等の工夫や、決められた場所に保管しておく、机の位置やロッカー 

の場所を固定しておく等の工夫が必要です。 



【 シナリオＢ 】 

  場面  昼食後、テニス部の部活中に校庭で気分が悪くなった中学１年生A君。 

彼はエピペン○Ｒの保有者で自分のカバンの中にエピペン○Ｒを持っています。今日は学級担任 

と栄養士は出張で不在。養護教諭は他の生徒のけがの対応で病院に付き添っています。 

  役割  Ａ 君：食物アレルギー、アナフィラキシーに対してエピペン○ＲE

A対応をするよう「管理指 

導表」に記載されている生徒 

Ｂ先生：テニス部顧問（A君が配慮を要する生徒と認識している） 

Ｃ先生：隣の部活動の顧問（A君が配慮を要する生徒と認識している） 

Ｄ 君：体育委員会生徒（A君が配慮を要する生徒と認識している） 

Ｅ先生・Ｆ先生・Ｇ先生：職員室にいる教師 

  シナリオ  

  Ａ 君「先生、ちょっと気持ち悪いです。」 

 Ｂ先生「気分が悪いのか。A君 たしか食物アレルギーがあったなぁ。」 

 Ａ 君「おなかが痛くなってきました。ゴホゴホ（咳き込む）」 

 Ｂ先生（食物アレルギーの可能性が高いと判断） 

    「息苦しさはないか？おなかの痛みは我慢できないくらい痛むか？横になれるか？」 

    「Ｄ君 A君がアレルギー症状があるので、隣で部活をしているＣ先生に連絡してください。 

     職員室の先生にも連絡してください。」 

 Ａ  君（咳き込み、おなかも痛そう）「つらくなってきました。」 

 Ｃ先生「A君 アレルギー症状が出たんですか？」 

 Ｂ先生「緊急性が高いアレルギー症状があります。更衣室の35番ロッカーにあるA君のかばんの 

中から青色の袋（エピペン○Ｒと内服薬が入っている）を持ってきてください。Ｄ君が職員室 

にも知らせています。」 

  Ｃ先生・・・エピペン○ＲE

Aを持ってくる 

  Ｆ先生・・・職員室から「食物アレルギー対応マニュアル」を持ってくる 

Ｇ先生・・・ＡＥＤを持ってくる 

Ｅ先生・・・救急車要請・保護者、管理職、学年主任に連絡 

 

３．「注射ってどこに打つんですか？研修会で習ったような気はするんですが…」 

■ 全職員が緊急時の対応ができるよう、エピペントレーナーを用いてエピペン○Ｒの実習や 

心肺蘇生法の実習を含めた研修を実施することが大切です。緊急時の役割分担について 

も確認し、どの役割でもできるようにしておくことが重要です。 

校庭 

Ｃ先生「エピペン○Ｒを持ってきました。Ｅ先生が救急車を要請し、管理 

職にも知らせています。保護者、学年主任も連絡しています。」 

   「Ｂ先生、A君の右太ももを押さえてください。」 

Ｃ先生・・・エピペン○Ｒ投与「○時○分エピペン○Ｒ接種しました。」 

Ｂ先生・・・介助  Ｇ先生・・・記録 

Ｆ先生・・・周囲の生徒への対応と指導・救急車の誘導 

 

職員室・事務室 

Ｅ先生「救急車をお願いします。○○市○○中学校 

校庭です。エピペン○Ｒ保有者の中学1年 

男子が昼食後の部活動中に腹痛、咳き込み 

を訴えてぐったりしています。アナフィラ 

キシーのようです。私は教師Ｅです。」 

 



松戸市 食物アレルギー対応マニュアル 

    平成３１年 １月 初版発行 

令和 ４年  ８月 改訂 

令和 ７年   3月 改訂 

協力 松戸市校長会 
松戸市食物アレルギー対応マニュアル検討委員会 
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